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　2016年は、新たな歴史を刻むことがたくさんありました。

　 5月27日には、アメリカ現職大統領として初めてオバマ氏が広島を訪問し、広島平和記念資料

館を見学した後、平和記念公園で演説されました。また12月28日には、初めて日本の安倍首相が

現職のアメリカ大統領と共に真珠湾を慰霊訪問し、戦後の日米同盟や寛容の心と和解の力を世界

へ向けて発信しました。

　 6月には、イギリスでは国民投票の末、欧州共同体（EU）からの離脱を決定。テロや移民・難

民の問題に揺れるヨーロッパや中東は、解決していかなくてはならない課題が山積しています。

　そして、トランプ大統領の下で変わりゆくアメリカ、覇権主義を強める中国と他のアジアの

国々との関係や孤立感を増す北朝鮮の動向など、私たちの生活にも深く絡んでいくような動き

が、世界中で目まぐるしく起こっています。

　また、国内に目を向けると、外国人労働者の人口は100万人を超え、超高齢化社会となった日本

の経済活動は、今後ますます外国からの人材に期待するところが大きくなってきています。

　そして、日本における難民の受け入れについては、法務省の速報によると、2016年度の難民認

定申請者数は一万件を超えたものの、実際に認定されたのは28人。人道上の配慮を理由に在留を

認められたのが97人で、これらを合わせても125人と発表されました。先進国の中で、もっとも難

民の受け入れに積極的ではない現状に、世界各国から厳しい目が向けられていることも事実で

す。

　世界の大きな潮流のなかで、私たちは何を見て、聞いて、思い、考え、行動するのか、ESD

（持続可能な開発のための教育）の視点も取り入れながら、地球市民を育んでいく必要性をひし

ひしと感じています。

　今年度の国際教育に関する事業の報告をまとめました。みなさまの今後の国際教育の実践の一

助となれば幸いです。
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「身近な題材から国際理解につなげる　　　　

　　　　　　　　　　　　　　授業のつくり方」



千葉　　保さん

身近な題材から国際理解につなげる授業のつくり方
地球市民を地域とともに育てようpart　15
(公財)滋賀県国際協会　平成28（2016）年度　国際教育ワークショップ
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■講師の紹介

1945年、宮城県生まれ。神奈川県鎌倉市の小学校教員をへて、1998

～2006年神奈川県三浦市の小学校校長。2016年3月まで國學院大学

文学部兼任講師をつとめる。「使い捨てカメラ」「ハンバーガー・コ

ネクション」の授業など、身近な題材を斬新な切り口で社会の問題へ

とつなぐ授業を続けてきた。主著に『コンビニ弁当　16万キロの旅』

『お金で死なないための本』など。

午前の部　「カップ麺」や「コンビニ弁当」を通して、授業づくりや国際理解を考える

■導入～漢字の「食」から考える

　おはようございます。午前中はみんなで「食
べ物」について考えてみたいと思います。はじ
めに「食べる」という漢字について考えてみま
しょう。これはどうやってできたのでしょうか。
グループに分かれて自己紹介をしながら、考え
てみてください。

　では、3300年前にできた漢字を見ながら、トレ
ーニングしてみましょう。これはよく給食に出てく
るものですが、何と読むかわかりますか？　
　右側は、お母さんが赤ちゃんを抱っこしておっぱ
いをあげている形。左側は、「牛」です。つまり
「牛乳」ですね。感じがつかめたでしょうか。
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　では「食」という漢字を見せましょう（上左端）。これは青銅器の食器に食べ物がのっていて、そ
の上に蓋がされている様子を表しています。ここから様々な漢字が派生しました。
　蓋を取った食器の隣に人が座っている字があります。（上左から２番目）。これはどんな字です
か？

　「即」という字です。「さあ、食べよう」という、その姿がそのまま漢字になったんです。
　その次（上左から3番目）は何でしょう。人が食べ終わって後ろを向いています。これは「既」で
す。一番右側は、食べ物を中心に二人が座っていますね。これは「郷」です。漢字はこのようにつな
がっているのです。

■物語で覚える漢字～「鬱」の覚え方

　義務教育で覚える一番難しい漢字は憂
鬱の「鬱」という字です。書ける人はい
ますか。実は、この書き方は物語で覚え
ることができます。
　「鬱」は酒を造る話が基となって字に
なっています。まず、酒を造るときに匂
いづけの草を入れ物に入れます。下につ
いているのが糸尻です。やがて、だんだ
んいい匂いがしてきます。いいものは
「さんづくり」で書きますね。例えば一
番いい木は「杉」、一番いい色は「彩」
です。ここでもいい匂いがします。そし

てどんどん酒が発酵し、蓋をかぶせて出来上がります。このままでは盗まれてしまうので、缶(入れ物)
に入れて林の中に隠す。これが、「鬱」なんです。だから、蓋を取ってあげると芳醇な匂いがして、
すばらしいものが出てきます。それが出ないで詰まっている状態が、「鬱」だと考えられるわけです。
　このように漢字には物語があります。ぜひ今日は「食」でできたものを、まず知っていただければ
なと思っています。
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相談タイム

■カップ麺について考えてみよう

　次に、皆さんに考えていただきたいのは「カップ麺」についてです。麺は小麦でできていますね。

　●人間はいつ頃から麦を食べ出したのでしょう。場所はどこでしょう。相談してください。

　　麦はアブ・フレイラ遺跡（シリア）の１万1000年ほど前の住居から発見されました。野生種なの
　で、触るとバラバラっと散ってしまいます。栽培してもっと効率的に取りたい、と思いますよね。
　そこで人類は品種改良をして、触ってもパラパラと落ちない麦を作ります。そこまでに、実に3000
　年かかっているんです。

　　人間の食べている穀物はいつできたか。小麦は１万1000年前に野生種が出てきました。稲は
　9000年前、中国の揚子江あたりと言われています。トウモロコシはアメリカ大陸で5000年ぐらい
　前。その頃の野生種のトウモロコシは長さが2.5cmほどで、30粒ほどでした。それが今食べている
　トウモロコシになるまでには、涙ぐましい人間の努力があったということです。

　　植物だけではありません。豚はイノシシが先祖ですが、
　イノシシには牙がありますね。豚にはありません。そこ
　で品川にある東京の食肉工場に見学に行ってみました。
　豚の場合は牙を持って生まれてくるのですが、それを産
　まれてすぐに抜歯をします。また、イノシシから豚に変
　わるとき、一番困ったのは、イノシシは体全体の７割が
　頭で、肉の部分は３割しかない。それを改良して肉を大
　きくしました。今の豚は３割が頭で７割が肉となってい
　ます。
　　このように、「食」を調べるといろんなものが見えて
　きます。これは先生たちが作った中学校の歴史の教科書
　です。教科書検定も通っています。この教科書のはじめ
　にも麦の話が出てきます。食べ物は人類にとって一番貴
　重ですからね。
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相談タイム

　●カップ麺には10数個の特許があります。どんな特許があるか、相談してください。

　●カップ麺の麺はカップにどのように入っていますか？

　今度は各グループに１つずつ、ホワイトボードに
書いてもらいましょう。

　いろんな答えが出てきました。
・蓋のシールが特許ではないか？
・麺を乾燥させる技術は、すでにあったかな？
・カップの中で、麺が浮いている構造　など

　一番分かりやすいのが、このカップの形です。ま
た、お湯を入れても熱くなく持てますね。そのため
のポリエチレンの工夫も特許です。それから、印刷
は曲面印刷といって、印刷した平面のものを貼るの
ではなく、このまま印刷するんです。そういうもの
も含めて、いろいろ特許が詰まっています。これを
真似するところは、特許料を払わないといけない。
この企業はこうやって儲けてもいるんですね。

　カッターで切るとわかりやすいですね。底が空い
ていて、上げ底になっています。カップがこういう
形になっているのは、底より少し上で麺が止まるた
めです。では、なぜ麺の下が空洞になっているので
しょう。

　カップ麺を開発した安藤百福さんは、たくさん食
べてほしいから麺を下まで全部詰めたらしいんです
ね。そうしたら、下の方が固まりになって、溶けな
いままになった。どうしたら溶けるかを考えて、こ
こを空洞にしたら、全部にお湯がいきわたった。こ
れも一つの特許です。
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　●麺はなぜ縮れているの？
　　スープはどうやって入れますか？ このままお湯を入れてかき混ぜると、もう出来上がりです。だ
　から上から入れたスープの粉が全部下に落ちてしまうと困りますね。麺が縮れていると、麺のとこ
　ろに粉がからまっているので、スープがまんべんなく溶けるのです。
　　では粉末スープはどうやって作られているかご存知ですか？ まず、ラーメンのスープを作り、そ
　れをスプリンクラーのような装置で上からまき散らします。そこに熱風が吹いてきて、装置の底に
　下りてくるまでに乾燥して粉になる、という仕組みです。
　　このように、知らないことがいっぱい出てくるでしょう。

　●麺の生産地は？
　　では、麺の生産地はわかりますか。中学生だと結構答えがばらけて、外国、カナダやオーストラ
　リアが出てきます。答えは、この企業のホームページに書いてありますので、それを参考にすると
　いいと思います。

　●かやくのこのエビを選んだ理由は？
　　他のかやくはどうでしょう。このエビを選ん
　だ理由は何だと思いますか？　
　　Ａ：味のよさ　Ｂ：彩りのよさ　Ｃ：大きさ

　　正解はＢ。彩りがいいから選んだんですね。
　いろんなエビを試して、これに決めたのはそう
　いう理由からです。

　●エビの産地はどこでしょう。話し合ってください。

　　昔「写ルンです」というインスタントカメラがありました。その授業を作ったときに、いろいろ
　調べたのですが、当時、現像液は集めてタイに持っていき、レアメタルをそこから取り出していま
　した。そして残りはメコン川に流していました。そのメコン川の下流に何があるかというと、エビ
　の養殖池です。そこで、日本向けのエビを養殖している。日本が一番たくさんエビを輸入していた
　のが、タイなんですね。
　　でも、このカップ麺に使われているエビは違います。インドからです。プーバラン、カリカディ
　という種類のエビです。茹でるときれいな赤色になるため選ばれました。インド大陸の漁期があり
　ますが、東と西の禁漁の時期が違うので一年中獲れます。そこで、大型船が出て行って、地引き網
　で獲り、エビ以外の小魚は全部捨てます。

相談タイム
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　　エビは現地で水洗いし、頭、殻、背わたをとって茹でた後フリーズドライして、日本に船でやっ
　てきます。
　　ここまでで、何か問題がありますか？ はい、ゴミは全部現地に置いてくるということですね。網
　には地元の人たちの食べる小さな小魚がいっぱい入りますが、選り分けられないからどんどん捨て
　ます。そうすると、その魚が少なくなり、現地の人が食べるものが獲れなくなってくる、という問
　題があります。
　　エビを１kg獲るのに、ほかの小魚などを５kgも捨てているため、現地の人たちを困らせていると
　いう状況がありますが、それは一切表に出てきていません。
　　他のかやくですが、豚はデンマークからもくるんですね。卵はアメリカから。ネギは中国。スー
　プに使われる鶏肉やしょう油の原料となる大豆は中国が一番多い。小麦はアメリカ、オーストラリ
　ア、カナダ、日本です。
　　塩は、みなさん「伯方の塩」って使っていますか？ 伯方の塩って、実はメキシコの塩田から塩を
　瀬戸内海まで持ってきて、瀬戸内海のしまなみ海道のところに工場があるので、瀬戸内のきれいな
　水でもう一度溶かして、メキシコ塩とブレンドさせて塩にしているのが伯方の塩なんですね。
　　香辛料はインドネシア、マレーシア、揚げ油はマレーシアが一番多いです。

　●距離を測ろう
　　では、これらの食材が日本に来るまでの全部の距離
　を測りましょう。実際に、皆さんにやってもらいます。

　＜距離の測り方＞
　①　食材の産地の近くの港から東京まで、線を引く
　②　書いた線の上に刺しゅう糸を重ねて、まっすぐに
　　し、長さを測る
　③ その長さを縮尺の倍率で計算して実際の距離を出す
　④ 全部の食材を合わせると何キロになるかを計算する
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　実際には、地球は球体なので距離はもっと増えると思いますが、このようにすると、生徒も積極的
に作業をしてくれます。

　はい、ありがとうございます。どんな数字が出たでしょうか。
　（参加者より）11万km、８万1000km、15万km、１万9000km、７万km…
　地球一周は何kmですか？ ４万kmと言われていますね。人間が一生歩く平均が４万kmといわれてい
ます。私が計算すると10万1300kmと出たのですが、少し誤差があるかもしれませんので、10万km
前後だと思ってください。つまり、地球二周半してカップ麺が一個できるということなのです。

■フードマイルズ運動について

　イギリスの ティム　ラングさんという人が提唱した「フードマイルズ運動」というものがありま
す。食べ物は産地から近いところのものを食べた方が、地球環境を汚さないのではないかと考えてイ
ギリス政府に提唱したのです。＜重さ＞１トンのものを＜距離＞１キロ（km）運ぶという単位（重量
ｔ×距離km）を作って計算しました。例えば、北海道から東京へ運ぶとすると、距離は731km。１
トンのものを運ぶとなると、フードマイレージは 731t･kmとなります。
　さて世界では、どこが一番フードマイレージの数値が高いと思いますか。日本はベスト10、ベスト
３、ベスト１、どこでしょうか？

作業タイム

(資料「大地を守る会」フードマイレージ-キャンペーン事務局)
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　ダントツトップが日本です。なぜこんなに高いのかを考えると見えてくるのが、「食料自給率が低
い」ということです。輸入食糧が多い、食料自給率が低い、そしてもう一つ、安いものを追いかけざ
るを得ない状況があります。
　１トンのものを１キロ運ぶとすると、鉄道だと21グラムの二酸化炭素が出る。船だと38グラム飛行
機だと1,510グラム。トラックだと167グラム。今、
日本はトラック輸送が主ですね。

　こういう状況をおさえた上で、夫婦と子ども一人の
３人家族が100％国産のものを１年間食べた場合、こ
の家族は食品から二酸化炭素を60キログラム排出する
とします。国産40％でやると、60％は海外のものを
買ったということで、360キログラム排出することに
なる。その差は300キログラムになります。だから、
安いから外国産をどんどん買うという具合だと、こう
いう状況が生まれることにつながります。異常気象と
かいろんな問題に私たちが脅かされているという状況
が今出てきつつあります。
　国産の食べ物を選ぶ、農業を守ることが大事じゃな
いか、それが環境を守ることにもつながる、というこ
とが言われています。
　これが、運ぶ距離からみた「食」の、カップラーメ
ンの授業です。

（資料「大地を守る会」フードマイレージ-キャンペーン事務局）

■エデュケーションの訳語「教育」と「発育」について

　もう一つお話ししたいのは、エデュケーションについてです。
　今日は学校の先生が多く参加されていると思いますが、「エデュケーション」という言葉が海外か
ら入ってきたのは、幕末から明治維新のはじめです。それを何と訳すか、いろんな人がいろんなこと
を考えました。今、皆さん何と訳しますか？「教育」ですよね。ところが、「教育」と訳すことに大
反対した人がいます。それが福沢諭吉です。「学問のすすめ」には一つも教育という言葉は出てきま
せん。福沢諭吉は「発育」がいいと言いました。
　教育という言葉を最初に使ったのは、孟子です。孟子が儒教で「天下の秀才を集めてそこで教育を
する、楽しからずや」、ということを言ったんですね。同じ型の優秀な人間をたくさん育てるのが
「教育」なのです。コピー商品をいっぱいつくるということですね。
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　それに対して、ルソーなどが考えたのは、自由が大切だということで
す。エデュケーションというのは、「その子どもたちが持っている自分
のいいものをどんどん育てようという」という意味だと。一人ひとりの
個性にあったものを伸ばしてあげるという意味で「発育」がいいという
意見の人が出てきて、自由民権運動派はみんな「発育」派につくんで
す。そんな中、政府が弾圧しながら明治憲法を作って「教育勅語」を作
ります。その中で「教育」という言葉が訳語として定着しました。する
と再び発育派が燃え出して、大正時代に大きくなり、自由教育が出てき
ます。それがまた戦争で潰され、戦後に復活するのですが、また潰され
ようとするということの繰り返しです。

　その辺をおさえるというのは必要だろうと私たちは思っています。ぜひ、それを考えてください。

■ネパールの山間の小学校　スリ・ジャナタ小学校について

　もう一つ、支援しているネパールの小学校について報
告させてください。
　ネパールへの直行便は日本から出ていないので、香港
やタイから回って行くのですが、首都カトマンズからワ
ゴン車で行きました。子どもたちが朝、私たちを歓迎す
るために首飾りを作ってくれました。通学途中で花を摘
んでくるんです。後ろにいるのが先生です。
　ネパールの小学校は５年間です。スリ・ジャナタ小学
校は公立の学校ですが、崖の中に校舎があります。一番
天気がいいときは、学校から日本人が初登頂したマナス
ルが見えます。児童数200人ぐらいの学校です。
　数年前まではトイレがなく、道路や物陰で用を足して
いました。家にもありません。女性が特に困っていまし
た。
　遊び場はありますが、牛が占領しています。ネパール
では牛は神様の使いですから、牛肉は絶対食べません。
でも水牛は食べると言っていました。ちょっと違うんじゃないかと思いますが、そういう世界です。

　給食もありません。一日二食ですが、学校まで２時間
歩いて来る子もおり、お腹がすくので、友人が援助して
小麦粉に砂糖をまぜて出したら、それを楽しみに学校に
来る子も出てきたそうです。
　カトマンズには三つの教育区があり、その教育長さん
と話す機会がありました。授業は英語で行われているの
で、なぜ英語なのか聞きました。すると、民族が30ほど
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「たまごプロジェクト」について、詳しくは→　http://www.tamago-project.org/

あって、みんな違う言葉を話しているからだそうです。英語で統一すれば、自分の部族の言葉と英語
が話せるようになる、するとインターナショナルな教育ができます。生徒はみんな日本やアメリカは
知りません。親が出稼ぎに行くドバイやカタールなどの中東の国を知っていました。そこで英語が生
きてくるという状況が見えてきました。
　子どもたちは日本の戦後の子どものようにみんな鼻水を垂らしています。私もそんな世代ですが、
一緒に行った先生が「これはたんぱく質が足りない、たんぱく質を補ってあげよう」ということにな
り、「たまごプロジェクト」をスタートしました。ゆで卵を月２回給食に出すことにしたのです。そ
んなときにネパールの大地震が起こりました。日本の緊急援助隊も援助に行きましたが、クラウドフ
ァンディングで資金を集めたら 500万円ぐらい集まりました。それで、政府の援助が届かないところ
に、米や砂糖、食用油や蚊帳などをセットにして持って行きました。

　現在もたまごプロジェクトは毎週1回続けていますが、200人の子どもたちに１回卵を食べさせるの
に、4,000円かかります。集めた資金は地震の援助で底をつきましたが、今も一生懸命やっているの
で、資金不足です。よかったらカンパをしてください。

　また、子どもたちに本を送ろうということで、みなさんが持っている童話を留学生にネパール語に
訳して送ったら図書室ができるなど、少しずつ支援も進歩しています。これからも交流を続けていき
たいと思っています。
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午後の部　教材「写真で学ぼう！『地球の食卓』」を使って

　　　　　食費が高騰すると、食はどう変化していくか？

　　　　　～世界の家族の食を見ながらグローバル化の功罪を考える～

グループで相談

発表（グループごとに前のホワイトボードに答えを書く）

■４枚の写真から、食費について考える

　●写真の国はどこか、食費をいくら使っているか考える
　　午後の部ではまず、４枚の写真を見ながら食費を考えてもらいます。これは世界のある国に暮ら
　す家族とその一週間分の食料を集めた写真です。それぞれ食費の安い方から一番高い方まで順番を
　決めて並べてください。
　　次に、その国はどこか、食費をいくら使っているか、考えてみてください。
　　それともう一つ、自分の家はどれに近いかも考えてください。

使用教材：写真で学ぼう！「地球の食卓」学習プラン10（特活）開発教育協会発行

　現地通貨で考えるか、日本の通貨で考えるという問題があ
りますが、実際の計算は現地通貨で買った値段を日本円に換
算しています。どちらでも結構です。Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４つ
の写真の下にどこの国か、１週間の食費がいくらぐらいかを
書いてください。

＜挙げられた答えと正解＞
Ａ：スーダン、エチオピア、タンザニア、スーダン、マリ、
　　北スーダン、ケニアなど。
　　　紛争国に近い所や紛争国の人、難民と見ていますね。
Ｂ・Ｃ：台湾、中国、中国農村部など。中国系というのは分
　　かりますね。田舎、農村部と書いた人は、ワークシート
　　の次の問題もよく見ていますね。ＢとＣは同じ国です。
　　そうすると、だいたい分かってきます。

A B C D
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　では、日本（左の写真）は４枚の写真のどこに貼れ
ばいいか、考えてみてください。

　この写真が掲載されているのは『地球の食卓』
（TOTO出版）という写真集です。一週間の食につい
て書かれており、巻末には掲載されている家族すべて
のカロリー数や食費なども紹介されているので、よい
教材になります。

４つの国と食費は次の通りです。
Ａの家族 は、チャドのアブバカルさん一家（６人家族）　
スーダン難民キャンプ在住　
【１週間分の食費】143円（配給分は2,876円）

Ｂの家族 は、中国のツゥイさん一家（６人家族）　
【１週間分の食費】6,758円（自家栽培分は231円）

Ｃの家族 は、中国のドンさん一家（４人家族）
【１週間分の食費】18,297円
　　　　　　
Ｄの家族 は、アメリカ合衆国のリーバイスさん一家
　　　　　　 （４人家族）　ノースカロライナ在住
【１週間分の食費】40,355円

　●食費が高くなると、どうなっていくかを考える
　　では、このように食費が高くなると、どうなっていくでしょうか。それをグループで相談して下
　さい。特に考えてほしいのは、アメリカの人の食生活です。グローバル化された食材を使っていま
　す。では何に困っているでしょうか。それを相談してください。

グループで相談
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　では資料を見てみましょう。アメリカのデータがあります。

　「アメリカ合衆国のデータ（2005年）」＜資料配布＞
　○人口：293,027,571人
　○平均寿命：男性74.6歳､女性79.8歳
　○１日１人当たりのカロリー摂取量：3,774kcal
　○１日１人当たりの動物性食品によるカロリー摂取量：1,047kcal
　○１人当たりの年間アルコール消費量：9.58L
　○１人当たりの年間医療費とそのGDPに占める割合：576,666円 / 13.9%
　○１人当たりの砂糖及び甘味料の年間可能補給量：79kg
　○１人当たりのソフトドリンク年間消費量：219.2L（うちｺｶｺｰﾗ社製品108.2L）
　○１人当たりの年間肉消費量：137.5Kg
　○遺伝子組み換え成分を含む加工食品の割合：75%
　○遺伝子組み換え品種として栽培される割合：大豆80%､とうもろこし40%
　○肥満人口：男性72%､女性70%
　○肥満症人口：男性32%､女性38%
　○20歳以上の糖尿病人口：8.8%
　○年間脂肪吸引手術件数：40万件
　○年間胃バイバス手術件数：15万件
　○納税者における肥満関連の医療費支出の割合：50%
　○恒常的ダイエット実践者の割合：男性25%､女性45%
　○ダイエット及びダイエット関連商品への年間支出額：400億ドル（４兆7200億円）
　○あらゆるダイエット実践者における１～５年のリバウンド率：95%

　では、日本のデータを見てみましょう。

　○人口：127,333,002人
　○平均寿命：男性78.4歳、女性85.3歳
　○１日１人当たりのカロリー摂取量：2,761kcal
　○１人当たりの年間アルコール消費量：5.83Ｌ
　○１人当たりの年間医療費とそのＧＤＰに占める割合：309,986円 / 8.0％
　○１人当たりの年間肉消費量：48.5Ｋg
　○１人当たりの年間魚介類消費量：73Ｋg
　○肥満人口：男性25.3％、女性18.6％
　○肥満症人口：男性1.5％、女性1.5％
　○20歳以上の糖尿病人口：6.7％
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グループで相談

グループで相談

　１日あたりのカロリー摂取量は 2,761 kcal、肥満人口は、男性 25.3％、女性 18.6％。肥満症とい
う病気には至っていないが、肥満傾向という状況が見えてきます。
　肉の消費量はアメリカが 137 kg、それに対して日本は 48kgで全然違います。

　1960年にアメリカでトウモロコシが生産過剰になりました。そこで輸出しようと考え、戦略を練り
ました。そして日本をターゲットにして、まず鶏肉を食べさせようとしました。鶏肉の食肉工場を無
償で作ったり、肉の特売日を設けたりしました。そしてみんなが鶏肉を食べるようになると、今度は
「豚の方がおいしいよ」。鶏よりも豚の方がたくさん餌を食べるので、トウモロコシの輸入量が増え
ます。その次は「牛肉はもっとおいしいよ」と。そのようにして、アメリカはトウモロコシの輸出を
増やしました。
　日本は今、トウモロコシの90％をアメリカから買っています。エジプトやロシア、中国に対しても
同じことが行われています。

　●アメリカ政府の立場になって、肥満対策を考える
　　アメリカ政府は、国民がこれほど肥満になり医療費が増えると困ります。そこで、みなさんはア
　メリカ政府の関係者になって、どうしたらいいか、政策を考えてください。

　模造紙とマジックを配りますから、政策を書いて、お互い発表しましょう。
　教育・学校関係で取り組みたいことは、裏面に書いてください。



１７

　＜発表１＞
　●健康食品を作った企業や野菜の生産者に補助金を出す。
　●健康にいい食品が消費者に届くよう、場所を設ける。
　●消費者が野菜を購入するとポイントがもらえる。
　●健康にいいものを食べているのに病気になったら医療
　　費割引。
　●肥満や病気につながる食品に課税する。
　●教育面では、健康に関することを指導する。企業にも研修を行う。

　＜発表２＞
　●教育政策について、メインはアメリカの「大きいことはいい
　　ことだ」の考え方を改めること。
　●学校では、子どもに掃除させて体力を使わせる。
　●治安上問題はあるが、集団登校をさせる。スクールバスを廃
　　止する。
　●授業中お菓子を食べない。先生も食べない。
　●パッケージをもう少し小さくして売る。
　●日本のような給食教育を行う。家庭科でもっと食について教える。
　●学校の食堂で食べられるものを制限する。
　●教師の時間単位雇用を改める。一日を通じて雇用されている人が少ないと子どもの健康に責任
　　は持てない。

　＜発表３＞
　●カロリーの高いものに税金をかける。
　●気軽に運動できる環境を整える。
　●ＢＭＩが２５以下の国民を優遇する制度をつくる。
　●医療施策の中にダイエットプログラムを取り入れる。
　●学校の給食制度。
　●保護者への教育。学校で健康セミナーを行う。
　●健康診断で全員のデータを取って説明する。
　●週三時間以上体育の授業を導入する。生涯スポーツ教育を導入する。

この提案で政策したいのは？　野菜のポイント制

この提案で政策したいのは？　学校給食の完全実施

この提案で政策したいのは？　カロリー税
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　＜発表４＞
　●日本のような食育、体育の推進。それが生涯スポーツにつながっていけばいいなということ。
　●給食制度。単に食べ物を供給するだけではなく、栄養指導、栄養管理
　　したものを供給していく。
　●食育に保護者も巻き込む。ＰＴＡ活動の中でスポーツや食育に取り
　　組む。
　●日本のように農業体験をさせる。
　●ファーマーズマーケット（朝市）などを社会見学する。体によい食
　　べ物を実際に見せることが大切。
　●体にいいことをするとポイントがたまる制度。

　＜発表５＞
　●ジムを増設して通う人を増やす。
　●脂肪を吸収しないサプリを開発する。
　●冷凍の野菜を開発してもらう。
　●チアシードなどスーパーフードを売り出す。
　●定期的な健康診断を受けてもらう。
　●ダイエット器具を普及させる。メニューも考える。
　●最低限の知識を学校で教えてバランスのよい食事を心がける。ＢＭＩの指標も知識として教える。
　●授業に調理実習を取り入れる。給食の実施。食の知識や地産地消で地域のものを摂る。

　＜発表６＞
　●カロリー課税。
　●野菜を栽培している農家へ補助金を出す。
　●企業の低カロリーメニュー・健康食品開発推進。
　●ウォーキングするとポイントがもらえる制度。
　●地産地消の推進。
　●ノーカーデー、ノーエレベーターデーの創設。
　●教育では、家庭科で栄養教育をする。
　●栄養管理されたものを出す給食制度。

この提案で政策したいのは？　農業体験

この提案で政策したいのは？　ジムの推奨

この提案で政策にしたいのは？　カロリー税を栽培農家に補助金として出す
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　＜発表７＞
　●家の敷地で野菜を作らせる。そこで取れたものを食べてもらい、その分の費用は国が持つ。
　●カロリーの高い食品、体に悪い食品は高くして
　　買いにくくする。
　●学校での栄養指導、給食の実施、朝食も出す。
　●スポーツの授業を毎日実施。
　●お菓子の持ち込み禁止。

　＜発表８＞
　●肥満度の高い人に肥満税をかける。
　●企業に対しては、カロリーが低い商品や健康的な商品を開発して提供すれば、税制の優遇措置
　　を受けられる。
　●健康によい食品を販売する企業が社会貢献企業と
　して承認を得られるようにする。
　●社員食堂でヘルシーな食事を提供する。朝食を提
　　供する。
　●家庭科を必須にして栄養バランスなどを教える。
　●調理体験をして、地場産業を使うメリットなどを
　　体験する。
　●栽培収穫体験を学校でする。

　●肥満を助長する「太り脳（デブ脳）」とは
　　アメリカの大学の先生が、40日間ネズミを３チームに分けて、
　実験しました。
　　Ａはネズミの餌をいつも通り与える。Ｂは一時間だけ脂肪の多い
　餌を与える。Ｃは１日のうち23時間カロリーの高い餌を与える。
　すると40日後、ＢとＣが肥満になりました。肥満症になったのは

この提案で政策にしたいのは？　自家菜園の推奨

この提案で政策にしたいのは？　家庭科教育
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　Ｃのグループで、それをやめさせるために、食べるとショックを与えると、Ｂまではショックが与
　えられると食べなくなりましたが、Ｃは食べ続けました。刺激を感じない脳になっているのです。
　それを「太り脳（デブ脳）」と呼びました。
　　アメリカの場合、運動している子どもは６％ぐらいで、学校から家に帰ったら、ほとんどテレビ、
　テレビゲーム、インターネットで動かず、コーラを飲みスナック菓子を食べています。それを変え
　るのは、本当に大変だと思います。「太り脳（デブ脳）」の克服も大きな課題なのです。

　●４つの家族の食事から、世界で起こっていることと、それに対する対策を考える
　　では最後尾に、何か一つでいいから、これから自分の家でやりたいことを考えてください。そう
　いうことが次のワンステップになるかなと思います。

　●アメリカ政府の５つの重点目標
　（１）お母さんの胎内にいるときから対策を施す。
　（２）育児の際に、両親や世話をする人がより健康的な選択をする。
　（３）学校で健康的な食事を提供する。
　（４）健康的で安価な食物へのアクセスを確保する。
　（５）運動の機会を増やす。
　　翻って、日本はこのままでいいですか？　という問題が出てきますね。

■豚を通して日本の「食」を考える

　Q.　豚の乳房の数は？　①8個　②10個　③14個
　　実際は？写真を見て数えてみると、答えは③14個。

　Q.　何匹子どもを産みますか？　
　　答：14匹　乳房の数だけ産む。

　Q.　一回のお産で何匹産まれる？　
　　答：平均10匹前後。

　Q.　妊娠期間は人間と同じくらい？ 
　　答：114日の妊娠期間。

　Q.　皆さんが豚農家なら、何回産ませますか？　
　　①５年間に15回、150匹　②３年間に6回、60匹　③１年間に1回、10匹
　　答：②一般的には、3年間に6回、60匹ぐらい産ませます。そのあと母豚も肉になります。

グループで相談
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　Q.　マイ乳首を持っていますか？
　　答：産まれて6日後には子豚の順位が決まり、同じ乳頭から吸うようになる。

　Q.　乳はいつ出るか？①１時間に１回出てくる　②１日に朝昼晩３回しか出てこない
　　答：①１時間に１回出てくる。10秒から20秒の間で赤ちゃんブタが吸い付く、このタイミングは
　　　天からの授かり物です。
　　　　そして、二週間で体重が２倍になって、10キログラムになると母乳を卒業します。
　　　　1.2キログラムで産まれてきて、それが、人工授乳、子豚期に入って、肉豚になります。
　　　　それを人間はだんだん早く進ませるため、配合飼料を食べさせて、結果的にアメリカが儲か
　　　るという仕組みです。

　Q.　死亡事故の原因は？　①母豚が子豚をかみ殺す事故　②子豚同士がかみ合う事故
　　　　　　　　　　　　　　  ③母豚に押しつぶされる事故。

答：③押しつぶされる事故が多い。扇風機とセンサーを使って、
　子豚が押しつぶされるのを防いでいましたが、最近は、母親
　を柵で囲って乳首だけが吸えるようになっています。
　　繁殖豚は子豚を産ませるために飼っている豚。肥育豚は出
　産しないで食肉になります。オスはみんな肥育豚になります。
　約160日で110kgに成長し、食肉になります。
　　なぜもっと大きくしないのか。110kgを越えると餌を食べ
　ても肉がつきにくく、肉質もよくならないからです。これを
　「飼料の利用性が落ちる」といいます。

　●豚の先祖は？
　　世界で最も古い豚の骨は、中国南部の遺跡で発見されました。紀元前8000年ごろの新石器時代の
　ものです。メソポタミアでも飼われていた。18世紀以降、ヨーロッパとアジアの豚が交配され、現
　代の豚の品種が出来上がりました。

　●豚にも牙があるのか。
　　すぐ去勢されて牙を抜かれる。イノシシは子どもを５匹しか産まず、90kgになるのに400日かか
　る。豚は10匹産み、160日で110kgです。
　　雑食性で何でも食べる。群れを作る性格で囲いの中で大人しく飼育される。妊娠期間が短く、多
　産で、子豚のときから飼いやすい。こういう理由で豚が優等生になりました。

　●家庭で一番多く食べている肉は？
　　2013年のデータでみると牛肉が少なく豚肉は多い。しかし地方差があります。一番豚を飼ってい
　るのは、鹿児島県で132万頭。豚肉を一番多く食べる県は、北海道23kg。新潟23.1kg。特に東北、
　北海道が圧倒的です。



２２

　　滋賀県は真ん中ぐらい。
　　牛肉は圧倒的に京都、奈良、大阪、滋賀あたりです。
　鶏肉は圧倒的に九州なんですね。

　●豚肉は国産だけで賄えるか？半分は輸入して
　いるのではないか？
　　ほぼ半分。アメリカ、デンマーク、カナダ、その他。

　●なぜ日本人は肉を多く食べるようになったの
　か？
　　アメリカの戦略が日本人を変えた。1960年当時、飼料穀物協会を作って輸出拡大を図りました。
　そのターゲットが日本で、戦略どおりに肉を食べるようになってきました。
　　調べると、飼料価格は１トンあたり３万円から６万円に倍増しています。神奈川では40年前は伊
　勢原市に160の養豚農家がありましたが、2014年には4戸になっています。

　●飼料高騰に対抗してリキッド発酵飼料を作った。豚はドロドロの餌を食べるか？
　　豚を見てください。食べています。配合飼料の半分
　の値段で出来るので、これは一つの知恵です。ただ、
　これで作った豚肉は輸入豚肉が100g　90円に対して、
　100g　300円かかります。
　　しかし、客の評判は上々で売れ始めています。アメ
　リカからの輸入飼料からの脱皮がささやかに始まった
　というふうに説明しています。
　　授業では、ここで学生達に、豚を豚肉にする過程の
　ビデオを見せます。泣いて見ない女の子もいますが、
　お母さんになるには見ておいた方がいいと思います。

　●庚申信仰について
　歴史的に見ると、平安時代に中国から庚申信仰が
入ってきて貴族に広まり、江戸時代になると庶民の
信仰になっていきました。60日に１回来る庚申の日
にみんなが眠ると体の中の三尸の虫が天帝のところ
に飛んで行って、60日間でこの人がやったいいこ
と、悪いことを全部報告する。天帝はその話をもと
に寿命を延ばしたり縮めたりするのです。江戸時代
の人たちがしていた「悪いこと」は何だと思います
か。小学生の授業では「肉を食べた」などの答えが
すぐに出てきました。

こうしん

さんし
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　　江戸時代の庶民は、庚申の日は眠らないように集まりました。それを三・五・七年間など期限を
　決めて、続け終わったら庚申塔を建てたのです。庚申塔には三申がいます。「見ざる、言わざる、
　聞かざる」。天帝に告げ口しないでほしいという気持ちだったんですね。私たちは、豚をおいしく
　いただきましょう。
　　私の話は終わりにしたいと思います。ありがとうございました。

＜質疑応答＞
質問
　グローバル化には功罪がある、罪の部分では富を独占している
という例がでましたが、良い部分があればお聞きししたい。

答え
・たとえば、コカコーラという会社が世界各国に進出している状
　況が企業のグローバル化です。
・良い部分は、世界中が同じ経営に近づいていくということ。　
　それが世界の国々すべてに行き渡れば、どの国の従業員も同じ
　給料をもらうようになるということです。
・自分の国の労働者の賃金をもっと安くするために使われるのは、グローバル化の悪い使われ方。一
　番良いのは、人間が人間らしく家族も含めて暮らせるだけの給料をちゃんと渡すこと。それをグロ
　ーバル化に求めていかなくてはいけない。
・それを判断する力を子どもたちが身に付けなくてはいけない。道徳教育より家庭科教育はとても大
　事。
・そうした子どもたちを育むためには、みんなで討論していい知恵を出す、というのが大切。
・日本の教育、学校の知識だけでは未知なる問題に役に立たない、とわかってきました。
・知識を総動員し、意見を交換しながら新しいものを作り出そう、というのが今の教育です。
・そのためには、今日やったような「アクティブ・ラーニング」が効果的。

・例えば、地球上で一日に一番たくさん食べ
　ている人の食事は何kcalか、宇宙食のカロ
　リーはどうなっているか、といったふうに
　「食」にもいろんな切り口がある。
・ぜひ、いろんなことが考えられる切り口
　を、見つけてみてください。

参考書籍：「地球のごはん」（TOTO出版）
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2016年度「国際教育教材体験フェア in 滋賀Part 7」

日時：2016年6月19日（土）13：00～16：45　　
会場：ピアザ淡海　　　　　参加者数：62名
主催：滋賀県国際協会　　　共催：JICA関西、国際教育研究会　Glocal net Shiga

１）講師紹介・進め方説明（５分）
　　ゲーム進行は堀川高校ユネスコクラブWITHのみなさん。今回は、短縮版を体験する。ゲームをす
　る側の気持ち、進行の立場になった際の注意点等を振り返る時間もとる予定。

２）参加者自己紹介（５分）
　　同じグループ（４～５人）の中で自己紹介をし合う。
　　貿易ゲーム経験者は５名程度。堀川高校ユネスコクラブWITHが考案したオリジナルの要素が盛り
　込まれているため、新鮮な気持ちで臨んでほしい。

３）貿易ゲーム（45分）
　　各グループにルールと材料（紙、はさみ、定規など）が入っている封筒を配布。（ただし、封筒
　の中身は、グループによって異なる。）
　　封筒の中を確認する指示のみを出してゲーム開始。
　　動きがないグループには適宜講師がアドバイスを出す。

【参加者の様子】
　・最初は戸惑いが見られたが、グループ内で話し合いを
　　深めるうちに、徐々にゲームにのめり込んでいく。
　・数人が他のグループと交渉をする様子を見て、多くの
　　グループがより効率的な生産をするために交渉に乗り出
　　す。
　・積極的に動き回る人、人の意見に素直に従う人、無心
　　に生産を続ける人など、時間が経つにつれて各グルー
　　プ内で役割が定着しはじめる。
　・最初はいかに沢山生産するかに注力していたが、価格
　　変動や各グループの特性にも目を向け始める。

●

●

●

●

分科会１：「グローバル化する世界の現状を学ぶ『貿易ゲーム』」
■講　師：国際教育研究会　Glocal net Shiga　森　雄二郎さん
　　　　　堀川高校ユネスコクラブWITHのみなさん
■参加者：26人
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４）振り返り＆教材として活用するにあたって（25分）
　・各グループで話し合い
　　ゲームの感想（疑問に思ったこと、上手くいったこと・いかなかったこと）
　　➢ゲーム中にどんなことが起きたか（気付いたこと、周りの国・マーケットとの関係、お金の稼
　　　ぎ方）
　　　・すべての国が資源・利益を共有できる仕組みを作るのが理想だが、実際は自国の利益を優先
　　　　してしまう。
　　　・マーケットの詳細情報（価格変動の理由など）が生産者には伝わってこない。
　　　　⇒実際の貿易でも同じ？
　　　・小中学校で応用すると、子どもの実際の関係に影響があるかもしれないため、フォローが必要。
　　　・疑問：ルールを丁寧に説明せずにゲームを開始した意図は？　自由に動き回る人を投入する
　　　　意味は？
　　　・正直にするゲームではない　⇒世の中を賢く渡り歩くゲームか？
　　　・提案：情勢をひっくり返す要素を入れてみては？　例）世界恐慌　など

　・全員での振り返り
　　➢貿易ゲームを通して伝えたいこと
　　　・それぞれの道具が意味するものとは？　→道具類（技術）、紙（資源）を表している。
　　　・現実の社会でも各国によって経済力や技術力、エネルギー消費などに違いがある。
　　　・豊富なお金や道具（技術力）を持っている国＝先進国、お金や道具（技術）が少ない国、紙
　　　　（資源）だけ多い国＝発展途上国
　　　・途上国は、マーケットで買い取り価格を下げられたり買い取ってもらえなかったりした。
　　　　＝国際規格、品質保証
　　　・国によって対応が違う＝ブランド力　　価格が変動した＝需要と共有
　　　・同じ製品しか作れない国は価格が安くなっても作り続けるしかない＝モノカルチャー経済
　　　・自由に動き回る人：ゲームのルールとは別に、資源や道具を提供したり、商売を行う企業。
　　　　国家間とは違うところでも取引をする。
　　　　自由貿易と中間搾取＝多国籍企業　＊貿易の間に立ち、自分が得をする。
　　　・道具の貸出＝国際援助
　　　・他国の作業を請け負う＝出稼ぎ労働者

５）教材として活用するにあたって（10分）
　　　振り返りでひとつのところに落とし込むのは難しい。
　　　・「お金を稼ぐことが目的」と強調しすぎないように気をつけること。
　　　・マーケット担当：情に流されないように気をつける。流通状況や各国の情勢をきちんと見て
　　　　おく。
　　　・状況、参加者のレベルに応じて新しい要素の導入を検討する。
　　➢進行上の注意点
　　　・現実とゲームの間で起こるギャップ：自分が言いたいことがすべて表現できるわけではない。
　　　　ゲームで起こった現象や気付きを最大限尊重する。
　　　・要素が多すぎると狙いがぼやける：盛り込みすぎると収拾がつかなくなる。
　　　・あくまで導入であり、結論ではない：ゲームそのものよりも発展学習が勝負！
　　　・参加者の感性を次の問いかけに結び付けること。

●

●
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分科会 2：「難民すごろく…シリア版」～難民問題からひろげる学び～」

■講　師：大津市立仰木中学校教諭　中原　敦子さん
■参加者：23人

１）自己紹介（５分）
　　講師による自己紹介と、これから行うワークショップの趣旨について説明があった。アラビア語
　の挨拶を紹介した後、世界地図を見せながら、シリアの場所を確認した。

２）グループ分け（10分）
　　シリアの写真がバラバラに切り分けられたピースを使って、グループ分けを行った。グループに
　つき1枚の写真が完成するよう同じ写真の断片を持つ人を探し出すアクティビティ。
　　写真は、シリアのパルミラ遺跡、ボスラのローマ劇場、ダマスカスのウヤマイド・モスクなどの
　世界遺産の風景写真をそれぞれ使用。
　　グループごとに着席した後、シリアに対するイメージについて意見交換を行った。

　【出てきたキーワード】
　　特産物（ナツメヤシの実、アレッポ石鹸）、戦争、途上国、難民、空爆、砂漠、古代遺跡、イ
　スラム国、IS、ムスリム、シルクロード、お城、ヨーロッパとの交易、パルミラ遺跡、モスク等

　　講師より、「参加者のシリアに対する印象は、最近のニュースで見たり聞いたりしたイメージだ
　と感じた。特に、難民、戦争のイメージが強いと感じた」とのコメントがあった。講師自身が知る
　シリアの様子について、国の大きさなどの基本情報はじめ、特に宗教ついては、人口の90％をイス
　ラム教徒が占めるが、その他にもたくさんの民族が住んでおり、多民族、多様な宗教が共存する国
　家であると紹介があった。

２）協力隊活動の紹介（20分）
　　講師自身が青年海外協力隊でシリアに派遣された経験がある。現地では体育教師として障害児・
　者へのスポーツ指導の活動に従事した。きれいに整備されているスタジアムを見ると、途上国のイ
　メージとは少し異なると思う。オリンピックに出場するぐらいレベルの高い選手もおり、様々なチー
　ムがスタジアムでトレーニングを行っている。実は、イスラム教の喜捨の精神からボランティア活
　動が盛んな国である。
　　車いすバスケなど、ダマスカス市内の体育館の様子。肢体不自由者の背景として、戦争で負傷も
　あるが、工場での怪我や先天的なものなど、様々である。
　　写真を見せながら、ダマスカスの町の様子も解説された。（現地の街、市場の様子。大きな駅も
　ある。聖書に登場するカシオン山、ダマスカスの夜景、繁華街の看板など賑やかな様子、シリアの
　雪、市外の高層住宅、バス乗り場、旧市街（オールドダマスカスー何千年も続く街）、現地の住居、
　中庭、食べ物（ケバブ、米、漬物、羊、アイス）、家庭の様子、公園に集まる親子（井戸端会議）、
　学校、床に座り手で食べる様子など）
　　シリア人の対日感情は、国民性から、また交流の拠点ということもあり寛容である。
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４）写真を見て、イメージが変化したか？（意見交換）（15分）
　・自分が思っていた貧しいというシリアのイメージなどと現実は異なり、生活も日本とあまりかわ
　　らず、日本と変わりなくスポーツをやっていた。生活はできていた。
　・日本とよく似ているご飯、マレーシアの食事とも似ていた。ムスリムの服、食事の風景など。
　・食生活、公園の風景が日本と変わらず、マーケットにも活気があった。高層マンションなど、風
　　景は都会にも緑があり砂漠とは違う、異なる宗教が共存しているということを初めて知った。
　・世界遺産が多く、観光に向いている。人々が明るく親しみやすそうな国だと思った。
　・豊かな自然、雪が降ることに驚いた。主な産業は何か？　⇒　答え：農業、畜産、高い自給率
　
　　講師より、「写真を見たことでシリアに対するイメージが、ネガティブなものから豊かな国とい
　うように変わったのでないでしょうか。しかし、2011年の内戦が始まってから、シリアが大きく変
　わってしまいました」と言って、別の写真を紹介された。

　　さきほど紹介した街の風景が一変してしまった。
　　アレッポのモスクも爆撃などで破壊され、市場も街も壊滅状態で、（「それでも僕はシリアに帰
　る」という映画でも紹介されている。）その他、ダマスカスの街のヤルムーク（シリアに住んでい
　るパレスチナ難民の街）、配給の列に並んでいる人々の様子の写真が紹介された。

　　ザータリ難民キャンプの様子を見せながら、「自分の街が戦争になったら…　私たちと同じよう
　な生活をしていた人々が、戦争が起こったことで、難民となる人が急増している状況にある」と説
　明があり、「もし難民になったら、どのようなことになるのか」を疑似体験することになった。

５）難民すごろく（25分）
　・2，3人で一家族となり、それぞれの家族構成を
　　イメージしながら、名前と年齢、持ち出す物を考
　　えてシートに記入する。
　・すぐに逃げなくてはならない状況なので、持ち物
　　を悩んでいる時間がない。
　・いろいろな状況で今すぐ逃げなくてはいけない場
　　合もあれば、日に日にひどくなっていく場合もあ
　　る、持ち物は悩む。
　・制限時間内に持ち出す物を書けていないところは、
　　何も持たないまま出発。
　・すごろくの指示カードについては、他の家族チームとも共有して、すごろくゲーム開始。
　・すごろくを通じて、参加者は難民が実際に避難する道中に遭遇する様々な困難を疑似体験する。

６）ふりかえりと解説（15分）
　各家族が、難民すごろくをどのように進んだか、旅路、感想などについて全体共有した。

●

●

●

●

●
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　・一番早くドイツへ到着した。最初は爆撃に遭うなど、シリアに戻ることもあったが、レバノンに
　　入り、ドイツにパスポートがあれば、800ドルを払って行くことができた。
　・姉妹で旅を続けていたが、ものを盗まれたり、姉が死亡したりした。妹は家族からの送金を受け
　　ることができ、ヨットに乗ってドイツまでたどり着いた。
　・姉妹で移動していたが、飲料水がなく、水が原因で病気になり、失望して死亡した。

　　すごろくをやっていて楽しかった人、やっていていい加減にしてくれ、と思った人は？（参加者
　に挙手するよう促した）。この難民すごろくのカードに書かれている内容は、現実をできるだけ反
　映したようなものになっている。
　　シリア人がレバノンになかなか入国できないなど、思い通りに前に進めないジレンマを感じるこ
　とが、このすごろくのねらい。ゴムボートではドイツに入れない、うまくいけばいいが、シリアの
　パスポートを持っていてもなかなか難しい。仕方なくトルコ経由でギリシャからドイツを目指すし
　かない。ゴムボートの実際の値段は、14万から30万かかるので購入できるのは、難民の中でもある
　程度お金がある人に限られる。お金がない人は身動きができないという実態があり、国内の貧富の
　差が難民にも影響を及ぼしている現実がある。

　難民の定義の紹介（難民条約）
　　様々な選択肢がある。
　　難民になるシリア人、シリア人の半分以上が難民だか、わずかな人しか安全な国にたどり着かな
　　い（すごろくで経験したとおり）。
　　受け入れている国は、ドイツなどヨーロッパへの難民問題がニュースなどで取り上げられている
　　が、ごく一部（11万人程度）であり、大部分（400万人程度）が隣国のトルコ、レバノン、ヨル
　　ダンに、あるいはシリア国内で避難している。

　日本の受け入れ状況の紹介
　　・7,000人が申請して27人、昨年、難民認定されたのは８名のみである。

　配布資料で日本にいるシリア難民の紹介
　　・日本の立場の紹介
　　・自分の街に難民を受け入れるとしたら、あなたは、反対？賛成？
　　　⇒家族ごとに分かれて、意見交換。なぜ、そう思うかについて話し合った。

　現実的に難民を受け入れたら・援助したらどうか？
　・賛成の立場の意見…社会に新しい視点がもたらされる、日本が困ったら助けてもらえる、労働力
　　　　　　　　　　　の確保ができる、関係が良くなる　など
　・反対の立場の意見…治安悪化を懸念、財政面の課題（日本の生活保護支給など）、言語面の課題、
　　　　　　　　　　　日本の文化習慣を受け入れられるか、日本も共倒れするのでは、テロリストが
　　　　　　　　　　　紛れていたら…

　　参加者からは、トルコと日本の関係、台湾の援助などを例に挙げ、日本が今、この状況を助ける
　ことが未来につながるのではという意見も出た。

●

●

●
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　　講師からは、「今出た意見は、おそらく日本の多くの方の意見が集約されていると思う。いろい
　ろなイメージをみて判断してもらいたいが、実際のところは、シリア人自体を知らないことが障害
　となっているのではないだろうか。相手を知ることがまず大事と考える。難民の受入れに対して賛
　成か反対かの意見を出すのは簡単なことではないが、ニュースなどをみて、まわりの人たちとの意
　見交換などをとおして、見方を変えてもらいたい。今回紹介したシリアだけでなく、ミャンマーな
　どにも難民の問題はある。そうした世界の状況について何も知らずにただ壁を作るのでなく、そう
　した状況に置かれている人を知って受け入れることが大切。シリアに行かなくとも、知ること、伝
　えること、考えることはできる。現在の日本は海外とのつながりや関係がなくては生活が成り立た
　ないので、身近なものが、なぜそこにあるかを考えて教材を作る、活用するといった視点を現場の
　先生方には取り入れていただければと願っている」と締めくくられた。

　「世界一大きな授業 2016」のホームページから申し込むと、以下で紹介するワークシートを含む
　教材等がすべてダウンロードできます。　→　http://www.jnne.org/gce/

１）アイスブレーキング（５分）
　　二人一組で、じゃんけん＋自己紹介（名前、今はまっていることを伝え合う）

２）やってみよう！「世界一大きな授業」クイズ（10分）
　　ワークシートを使って、「世界ではどのくらいの子どもが小学校に通っていないか？」「小学校
　に通えない理由は？」「世界では、読み書きができない『大人』がどのくらいいるでしょう？」と
　いったクイズを行った。

３）文字の読み書きができないとはどういうことか？（15分）
　　➢病気の母親のために薬を持って帰りたい子どもが、何か書かれた３つの瓶から薬をどう選ぶか？

分科会 3：世界一大きな授業 2016

　　　　　　　　　～全ての子どもに教育を。1本のペンが世界を変える。～
■講　師：国際教育研究会　Glocal net Shiga　渡辺　智美さん
■参加者：29人
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　・グループで話し合う。
　・講師から、３つの表記が何を表わすか解答。　→　A「毒(ネズミ用)」B「熱冷まし」C「栄養」
　・ラベルを選んでいるときの気持ちは？　
　　⇒怖くて選べなかった。
　・母親を助けたいが、間違っていたらどうしよう。
　・どれか持って帰りたいが、分からないからもどかしい。
　・答えを聞いたときの気持ちは？　⇒選んだ瓶が薬で当たったため、ほっとした。
　・識字率：世界の大人6人に1人は文字が読めない。初等教育の充実にも関係。
　・文字が読めない＝ 一生にわたって不利なことが多い。命に関わる問題にもなる。

４）教育資金について考える（20分）
　　クイズ①
　　世界中の子どもが高校まで通うためには、１年であといくら必要か？
　　　＊参考：日本の国家予算（１年間）：96.3兆円
　　選択肢　A.　約49兆円　　　B. 約19兆円　　　C. 約９兆円　　　　正解：B　約19兆円　

　　クイズ②
　　19兆円のうち、日本を含む先進国がどのくらい援助をする必要があるか？
　　選択肢　A.約10兆円　　　B. 約８兆円　　C. 約４兆円　　　　　　正解：C　約４兆円　
　　　＊発展途上国の国家予算をもっと教育予算に回せる。

　　リボンを使って資金の大小を比較し、実感する。
　　①世界の子どもが高校まで行くのに必要な援助額：４兆円　→ 40cm（センチ）
　　②世界のゲームソフト市場：6兆7148億円　→ 67cm（センチ）
　　③世界の軍事費： 217兆円　→ 22ｍ（メートル）！
　　④現状の援助額：6200億円　→ 6.2cm（センチ）

　　➢この状態を視覚的にみて、どう感じたか？
　　　・軍事費をもう少し削って、教育資金に充てるべき。
　　　・国連：「先進国・途上国もより努力が必要」
　　　・どの分野に予算をかけるべきか明確になった。
　　　・教育予算増加：教師が増える。教育施設・物資が行きわたるようになる。
　　　・教育　→　就労につながる　→　経済発展　⇒様々な問題解決につながる。

５）マララさんと教育の大切さを考える（30分）
　　　・マララさんのノーベル平和賞授賞式でのスピーチを聞く。
　　　・映画「私はマララ」予告編動画の観賞。
　　➢今の気持ちを考える
　　　・ワークシート「私の気持ちは…」を各自で記入し、グループで話し合う。

●

●
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６）教材について（10分）
　　・この教育キャンペーンについてのちらしを配布。
　　・このプログラムの中の発展学習では、外務大臣、市町村の議員に手紙を書くと届けてくれる。
　　・申し込みするとすべての教材がダウンロードできるので、とても活用しやすい。

１）講師による自己紹介（５分）
　　教師海外研修に参加したきっかけは、ある教員研修で、日本に住む外国人と接する機会があり、
　苦労話などを聞いたこと。ちょうどその頃、自分の生徒が外国人差別に何も疑問を抱いていなかっ
　たり、彼らからヘイトスピーチに似たことを耳にしたこともあり、開発教育に関心を持ち、特に多
　文化共生をテーマに取り組み始めた。そこで上司に紹介されたのが、この教師海外研修だった。

２）ブラジルについて説明（10分）
　　研修に出発する前に、生徒から聞いたブラジルに対するイメージ：美人、サッカー（ネイマール）、
　サンバ、コーヒーなど、さまざまだった。
　　研修での旅程を振り返りながら、日本とブラジルの距離（地図で説明）、飛行時間は23時間、正
　式な国名はブラジル連邦共和国、などを紹介。

３）ブラジルかるた（20分）
　　講師自身がブラジルで撮影してきた写真をもとに、自作したカルタを紹介。参加者はカルタを通
　じて、ブラジルについて理解を深めた。

　【絵札（写真）で紹介されたもの】
　　・カシューナッツ（豊富なフルーツ）
　　・なまずの土鍋料理（アマゾン川の料理）
　　・砂浜でサッカー（ビーチバレーよりサッカー）
　　・渋滞と物売り（何を売っている？答：ワイパー、果物など）
　　・シュハスコ（肉料理）
　　・ビルの落書き（よく見ると教育の改善を訴えている）
　　・サッカー博物館やスタジアム（いかに国民的なスポーツかよくわかる）
　　・サンパウロのイブラプエラ公園（筋トレするおじいちゃん、日本館、など意外なことも）
　　・海のようなアマゾン川（熱帯雨林の話）、クルージング（バンドとダンスなどブラジルらしさ）
　　・JICAのボランティアが活動する越知学園の紹介（教室や子ども、文化交流の様子など）

分科会 4：異文化理解から多文化共生へ　～共に生きる社会をめざして～

　　　　　　　　　　 （JICA教師海外研修実践報告）
■講　師：宇治市立西小倉中学校教諭　藤原　なつみ さん
■参加者：25人

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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　　その他に、黄色いイペの花（国花）、街角にある分別ボックス、珍しいフルーツ、ビュフェ・ス
　タイルのお昼ご飯（量り売り）、多様な食文化、コーヒー博物館、面白い形の公衆電話、カカオの
　実やアサイーの食べ方など紹介された。

４）フォトランゲージ・ものランゲージ（20分）
　　参加者は講師がグループごとに配った写真を見て、気づいたこと、何が書いてあるかを書き出す。
　その前のカルタの写真とは異なり、全体的にブラジルへの日系移民に関わるもの。ブラジルにある
　お寺や移民記念碑、笠戸丸、移住奨励ポスター、東洋人街の鳥居などの写真。参加者は宗派であっ
　たり、背景の港、食品のローマ字表記、など様々な写真から各自が読み取ったこと意見交換。その
　後、それぞれについて講師が解説。
　・移民奨励ポスター：歴史的な背景として、日露戦争後、日本経済は混迷し、各地で農民一揆が発
　　生していた。そうした中、特に経済的な困難な地方から労働力の不足しているブラジルへの移民
　　が、国の政策として奨励された。
　・笠戸丸と移民記念碑：写真の笠戸丸は呉の造船所で作られた時のもの。移住する人は全国から神
　　戸の移住センターへ集められ、そこから2ヶ月の航海で、ブラジルのサントスへ上陸した。（サン
　　トス記念碑と神戸には同じ移住家族の像がある。）
　・胡椒畑とスーパーの日本食：移住した人が従事したのは主にプランテーションでの農業。緑の地
　　獄とも呼ばれるアマゾンの原始林を開拓し、畑でコーヒーや胡椒、そして野菜を栽培した。（ブ
　　ラジルに野菜を食べる習慣を定着させたのは日本人など）。最近の農園では、カカオやアサイー
　　なども栽培され日本に輸入されている。
　・サンパウロの東洋人街とお寺：鳥居はサンパウロの東洋人街のシンボル。よく見ると街灯が提灯
　　などになっている。日本食などの他に、お寺は南米本願寺の様子で、正座が苦手な人のためにイ
　　スが並べてある。そのほかにも、子ども達の盆踊りや老人ホームが紹介された。

　　講師より、この授業を行った後、「ブラジルのイメージ、距離は遠いけど、日本の文化があるこ
　とを知り身近に感じた。日本の文化をブラジルでも大切にしていて嬉しい」という感想が生徒から
　出てきたと紹介があった。

５）ホームステイの体験談など（10分）
　　講師より、研修の中で農家にホームステイした体験について話があった。農家が取り組んでいる
　アグロフォレストリー（アサイーや胡椒、カカオなど「農業」と森林保護の「林業」を組み合わせ
　たもの）の説明があった。その上で、日系のホストファミリーの紹介。一家でブラジルに移住、日
　系ブラジル人2世、3世、4世となり、今はその孫の世代がブラジルから日本に来ている。（日本国
　内の外国人集住都市の紹介）
　　学校では、群馬県大泉町の紹介ビデオの視聴をした上で、「クラスメイトは外国人」（発行：明
　石書店）を読んで、在住外国人の気持ちを考えてみたとのこと。この授業で生徒は、「文化の違い
　で苦しむことを理解できた」と紹介された。

●

●

●

●
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６）ロールプレイ（15分）
　　配られた役割カードを読み上げ、気づいたこと、感じたことを各自でワークシートに記入し、グ
　ループで意見交換を行った。

　カードの例）

　【グループ発表】
　　・読んでみて気になったことを話した。水筒にコーラの話はだめだとしても、ブラジルでいいな
　　　ら、いいのだろう、ピアスぐらいいいだろう。
　　・日本にも外国人が住んでいること、いろんな文化の人がいることを実感した。

　　講師より、このロールプレイを作成するに当たっては、滋賀県国際協会で聞いた話をベースにま
　とめた。言葉で困ることもあれば、学校や仕事など生活する上での困難、文化の違いからくる問題
　などの事例を紹介してもらったとのこと。

７）ダイヤモンドランキング
　　～日本にいる外国人について考える～（10分）
　　外国人と共に生きる（多文化共生）社会をつくるため
　に考えられる/できることについて優先順位をつける。
　　・自由に埋められるカードの項目（J・K）に、その国
　　　の言葉を覚える、日本語を教えるなど考えた生徒が
　　　いた。
　　・生徒によって考えが違う、何か分かり合えるために
　　　できたら、相手の文化を知ることができればという
　　　ことが話のポイント。何も考えを持たない/持ってい
　　　ないではなく、それぞれの考え方がちがっていい、
　　　そうした違いを認めることが大事。

公立の小学校に通っている。８歳の時に日本に来た。
日本のお寿司やラーメンはとても大好きだけど、ご
はんの時はお茶の代わりにコーラやガラナジュース
を飲む。水筒にコーラを入れて持っていったら、先
生に「水筒にはお茶です」と怒られてびっくりし
た。ブラジルでは「日本人」と言われていたし、日
本では「ブラジル人」と言われる。すぐに友達はで
きたけど、たどたどしい日本語でよく馬鹿にされ
た。朝学校に来ると「国に帰れ！」と机に落書きさ
れていたこともある。僕はナニジンなんだろうって
いつも考えているけど、お母さんに聞いても先生に
聞いてもよくわからない。

日本に来て５年。派遣会社が用意したアパートに住
み、派遣会社が用意したバスに乗って工場へ向かう
生活。行政の手続きや、病院へ行くときも派遣会社
の通訳が一緒に来てくれるので日常生活で困ること
はなかった。けれど、日本が不景気になり先月クビ
になった。アパートからも追い出された。ハロー
ワークで求人相談に行った時に、日本人求職者から
「お前らのせいで仕事を奪われた！」と吐き捨てら
れた。真っ先にクビになるのは、僕たち外国人労働
者なのに。
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８）奥村さんの話（日系人）
　　滋賀県で地域の外国人住民の支援に携わっている奥村ルシアさんに学校へ来てもらい、ご本人が
　ブラジルから来てどう苦労したか、普段接している日本語がわからない方たちはどんなことに困っ
　ているかなどの話を生徒たちは聞かせてもらった。講師からは、その後の学級通信に掲載した、生
　徒のイメージの変化と多文化共生に前向きな感想が紹介された。

９）まとめ
　　講師より、実際に実践授業を行って、簡単ではないと思った。教室の中には外国籍の生徒もいる。
　現実ではいろいろな問題があるが、少しずつ変わっているのではないか、またそういうことをモデ
　ルとして少しずつ変えていけたらと思う。勤務校では中学3年生の授業の一環で「地球のステージ」
　があるので、その事前学習など進めていく予定である。再び外国に行くなど、学びを継続し、こう
　した多文化共生の取り組みを続けていきたい。

　＜参考＞
　＊「地球のステージ」→　http://e-stageone.org/
　　（HPより）
　　「代表理事を務める桑山紀彦は医師として日本で診療を行う傍ら、世界の紛争地、貧困の地、
　震災などの被災地で医療支援活動を展開してきました。コンサートステージ「地球のステージ」
　では、桑山が世界で出会った人々の明るく、たくましく生きる姿を、大画面の映像とシンクロす
　る音楽、語りによって、心で感じられるよう構成しています。」

＊
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Glocal net Shiga
ぐ ろ ー か る  ねっと      し     が

国際教育研究会「 」について

　私たち、「国際教育研究会 Glocal net Shiga (ぐろーかる　ねっと　しが)」は平成15年

（2003年）4月に立ち上がったグループです。名前にある　“Glocal”とは　Global +  Local
を結びつけた造語です。“Think Globally, Act Locally”（地球規模で考え、地域から行

動する）　という開発教育／地球市民教育／グローバル教育の地域社会に対する考え方を現すこと

ばがあり、地球と地域を結ぶことばとして生まれました。

　このような考え方をうけ、地元滋賀（Shiga）で地域に根ざした人たちをつなぎ（Network）、

みんなで一緒に地球市民を育む活動に取り組んでいきたいという思いが込められています。

会のねらいについて

○　地球上には、自国文化を含め、さまざまな生活・文化等があることを知り、多様性を

　　受け入れること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 多様性の尊重

○　地域には、さまざまな文化背景や価値観等をもつ人びとがともに暮らしていることを

　　認識し、多文化共生の意識を育むこと　　　　　　　　　　 多文化共生社会づくり

○　世界と自分はつながっていること、自分たちの生活と地球のどこかで起こっている問

　　題が密接につながっていることを理解すること　　　　　　　 相互依存関係の理解

○　地球的課題を解決するために行動すること　　　　　　　 公正・平和な社会づくり

　こうしたことをねらいとして、さまざまな実践方法（おもに参加型学習法）を学びながら、国
際教育を促進することを目的としています。教育関係者・国際協力ＮＧＯ関係者・外国籍住民・
地域国際協会関係者、学生、青年海外協力隊ＯＶなど、さまざまな立場や経歴の持ち主が参加し
ています。これまでに滋賀県の特色を生かした題材をとらえ、「ブラジルボックス」・「わたし
ん家の食事から」「非識字体験ゲーム『ここは、何色？』『はじめてのお見舞い』」、「『言葉
がわからない』体験ゲーム　何が起こった？（震災編）」の教材を開発してきました。また、よ
り多くの方に国際教育を体験していただくよう年数回、国際教育ワークショップを開催しており
ます。今後も幅広い知識や情報の交換を行い、より深みのある内容を取り上げていきたいと考え
ています。

入会について

　毎月１回日曜日に例会を開催しています。さまざまな経歴のメンバーが集まるクラブ活動のよ
うな会です。渡航経験や語学については、まったく心配していただく必要はありませんので、こ
の研究会にご関心のある方は、お気軽に下記までお問い合わせください。国際教育・開発教育に
ついての企画相談、講師派遣も随時承ります。

＜お問合せ先＞

公益財団法人滋賀県国際協会 担当　大森

〒520-0801　滋賀県大津市におの浜1-1-20 ピアザ淡海２階

電話：077－526－0931　 ﾌｧｯｸｽ：077－510－0601

E-mail：omori @ s-i-a.or.jp

など
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開催日

国際教育教材体験フェア　分科会運営、参加

滋賀県総合教育センター　初任者10年経験者選択研修「国際理解教育」　実施

国際教育教材体験フェア　分科会「難民すごろく」デモンストレーション体験・改良について
講師依頼対応について話し合い

開発教育全国研究集会　自主ラウンドテーブルについて打合せ　
滋賀県総合教育センター　10年経験者選択研修のプログラム内容について検討
2016年度の国際教育ワークショップ（１日研修）のテーマについて

滋賀県総合教育センター　10年経験者選択研修「国際理解教育」報告
開発教育全国研究集会　報告　
開発教育連続セミナー（大阪） 内容の検討
講師依頼対応について話し合い
2016年度の国際教育ワークショップ（１日研修）のテーマについて

開発教育連続セミナー（大阪）「いま、もっと知ろうブラジル」実践報告
県内学校等での出前授業の実践報告
講師依頼対応について話し合い
2016年度国際教育ワークショップ　テーマ・講師について話し合い

国際教育教材体験フェア　分科会デモンストレーション「貿易ゲーム」「世界一大きな授業」体験
開発教育連続セミナー（大阪） 講師依頼対応について話し合い

開発教育連続セミナー（大阪）「いま、もっと知ろうブラジル」デモンストレーション体験、内容検討
講師依頼対応について話し合い
2016年度国際教育ワークショップ　テーマ・講師について話し合い

県内学校等での出前授業の実践報告
2017年度国際教育教材体験フェア　分科会について話し合い
人種差別について考える授業案づくり

2016年度国際教育ワークショップ「身近な題材から国際理解につなげる授業づくり」　参加

次年度　国際教育教材体験フェア　分科会について

【今年度の活動の様子】

内 　 　 　 　 　 　 　 容

次年度　国際教育教材体験フェア　分科会について、
次年度　滋賀県総合教育センター　10年経験者選択研修について話し合い
JICA滋賀デスク　山本さんによるケニアについてのワークショップデモンストレーション

研究会　平成28年（2016年）度の主な活動について

「世界一大きな授業」
　　　　　　を終えて▶　　　

◀開発教育全国研究集会
　自主ラウンドテーブルにて
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　当協会では、国際理解教育および開発教育に関する資料・教材（ビデオ等も含む）を６３３点
（Ｈ２８年度末現在）所蔵しており、自由に閲覧・視聴することができますので、お気軽にご利用
ください。
　なお、当協会ホームページからも教材目録、貸出申請書様式が入手できます。

＜利用について＞
　〇　閲覧・視聴

　〇　利用時間

　〇　貸　　出

　
　〇　返　　却

どなたでもご自由にご利用いただけます。
ただし、事務所にて保管しておりますので、閲覧を希望される場合は、職員
にその旨お伝えください。

日曜日から金曜日まで（祝日を除く）　午前９時から午後５時まで

原則として、会員および団体（学校を含む）に限ります。　
所定の貸出申込書にご記入の上、当協会窓口にご提出ください。
　貸出期間：２週間以内（申請により期間延長可能）
　貸出冊数：１回５点以内

当協会窓口まで直接ご返却ください。やむを得ないと認められる場合は、借
受側の料金負担のもとに郵送・託送を認めます。
なお、破損、紛失の場合は実費をご負担いただきます。

＜お問合せ先＞　公益財団法人　滋賀県国際協会
〒520-0801　大津市におの浜1-1-20　ピアザ淡海２階
電話　０７７－５２６－０９３１　　ﾌｧｯｸｽ　０７７－５１０－０６０１
HP　http：//www.s-i-a.or.jp　　E-mail　siamail@mx.bw.dream.jp

（公財）滋賀県国際協会

http://www.s-i-a.or.jp/kokusai/kyouzai/index.htm

貸出教材の一部
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ク
　
地
域
に
暮
ら
す
外
国
人
と
一
緒
に
学
ぼ
う
！

参
加
型
学
習
で
世
界
を
感
じ
る
　
開
発
教
育
実
践
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

開
発
教
育
・
国
際
理
解
教
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
小
中
学
校
教
育
員
用
副
読
本

教
室
か
ら
地
球
へ
　
開
発
教
育
・
国
際
理
解
教
育
　
虎
の
巻

対
立
か
ら
学
ぼ
う
　
中
等
教
育
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
え
方

E
R
IC
　
レ
ッ
ス
ン
バ
ン
ク

レ
ッ
ス
ン
バ
ン
ク
　
『
ワ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』
追
加
・
発
展
教
材
集

レ
ッ
ス
ン
バ
ン
ク
　
『
人
権
教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
追
加
・
発
展
教
材
集

活
動
（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）
で
進
め
る
国
際
理
解
教
育
教
材
　
全
12
セ
ッ
ト
　
20
05
年
改
訂
版

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ク
ラ
ス
ル
ー
ム

開
発
教
育
協
会

文
芸
春
秋

明
石
書
店

汐
文
社

汐
文
社

汐
文
社

汐
文
社

汐
文
社

学
文
社

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

学
び
舎

開
発
教
育
協
議
会

開
発
教
育
協
議
会

開
発
教
育
協
議
会

明
治
図
書

小
学
館

小
学
館

小
学
館

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

（
財
）
福
島
県
国
際
交
流
協
会

名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー

開
発
教
育
協
会

国
際
協
力
推
進
協
会

JI
C
A
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国
際
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

地
球
の
友
と
歩
む
会
/L
IF
E

明
石
書
店

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍
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ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍
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ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
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レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
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ペ
ー
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ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

書
籍
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2
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3

2-
0南
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問
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問
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問
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問
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問
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2-
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問
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身
近
な
こ
と
か
ら
世
界
と
私
を
考
え
る
授
業

市
民
学
習
実
践
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

国
際
交
流
・
国
際
協
力
に
基
づ
く
E
S
D
教
材
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

食
か
ら
み
え
る
「
現
代
」
の
授
業

は
じ
ま
り
を
た
ど
る
「
歴
史
」
の
授
業

若
者
の
た
め
の
E
S
D
　
「
私
」
か
ら
広
が
る
世
界

身
近
な
こ
と
か
ら
世
界
と
私
を
考
え
る
授
業
Ⅱ
　
オ
キ
ナ
ワ
・
多
み
ん
ぞ
く
ニ
ホ
ン
・
核
と
温
暖
化

世
界
と
私
と
未
来
を
つ
な
ぐ
授
業
づ
く
り
ガ
イ
ド
　
開
発
教
育
・
E
S
D
を
教
室
へ

開
発
教
育
実
践
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
参
加
型
学
習
で
世
界
を
感
じ
る
[改

訂
版
]

社
会
参
画
の
授
業
づ
く
り
-持

続
可
能
な
社
会
に
向
け
て

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
入
門

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
学
ぶ
社
会
学
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

「
共
に
生
き
る
」
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
　
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
教
材
と
活
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

E
S
D
・
開
発
教
育
　
実
践
者
の
た
め
の
　
ふ
り
か
え
り
・
自
己
評
価
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

マ
ン
ガ
ジ
ア
～
ア
ジ
ア
の
マ
ン
ガ
か
ら
世
界
を
見
よ
う
～

先
生
と
N
G
O
が
手
を
つ
な
い
だ
！
地
域
で
つ
く
る
国
際
理
解
教
育

世
界
の
国
を
知
る
　
世
界
の
国
か
ら
学
ぶ
　
わ
た
し
た
ち
の
地
球
と
未
来
　
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

世
界
は
と
も
だ
ち
２

た
っ
た
一
つ
を
変
え
る
だ
け
: ク

ラ
ス
も
教
師
も
自
立
す
る
「
質
問
づ
く
り
」

生
徒
の
生
き
方
が
変
わ
る
　
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
実
践

「
主
体
的
学
び
」
に
つ
な
げ
る
評
価
と
学
習
方
法
―
カ
ナ
ダ
で
実
践
さ
れ
る
IC
E
モ
デ
ル
 (主

体
的
学
び
シ
リ
ー
ズ
―
主
体
的
学
び
研
究
所
)

教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
な
ろ
う
！
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
び
を
め
ざ
す
参
加
型
授
業

社
会
科
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
へ
の
挑
戦
　
社
会
参
画
を
め
ざ
す
参
加
型
学
習

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
イ
事
典
 -
20

02
年
度
版
-

ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
主
権
者
教
育
　
18
歳
の
選
挙
権

フ
ー
ド
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
　
食
べ
も
の
を
通
じ
て
世
界
を
見
つ
め
よ
う

テ
ー
マ
ワ
ー
ク
　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
活
動
の
中
で
育
て
る

食
べ
も
の
か
ら
世
界
が
見
え
る

マ
ジ
カ
ル
バ
ナ
ナ

改
訂
版
　
N
E
W
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ジ
カ
ル
バ
ナ
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援
助
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す
る
前
に
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よ
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加
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発
と
P
LA

が
わ
か
る
本

い
い
貿
易
っ
て
何
だ
ろ
う
　
い
っ
ぱ
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の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
考
え
る
世
界
の
貿
易
　
開
発
教
育
教
材
シ
リ
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ズ
②

た
ず
ね
て
み
よ
う
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カ
レ
ー
の
世
界
　
開
発
教
育
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材
シ
リ
ー
ズ
③

改
訂
版
　
た
ず
ね
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み
よ
う
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世
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発
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育
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③
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開
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④
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書
店
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開
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開
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レ
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レ
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コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
向
こ
う
側

小
学
校
　
ユ
ニ
セ
フ
に
よ
る
地
球
学
習
の
手
引
き

中
学
校
　
ユ
ニ
セ
フ
に
よ
る
地
球
学
習
の
手
引
き

地
球
に
学
ぶ
新
し
い
地
理
授
業

私
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
か
？
　
貧
し
い
人
々
の
声

コ
ン
ビ
ニ
弁
当
　
16
万
キ
ロ
の
旅

世
界
か
ら
貧
し
さ
を
な
く
す
30
の
方
法

世
界
と
地
球
の
困
っ
た
現
実

歩
い
て
み
て
き
い
た
モ
ノ
の
こ
し
方
行
く
末

バ
ナ
ナ
と
エ
ビ
と
私
た
ち
　
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
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o.
55
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フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
　
公
正
な
る
貿
易
を
求
め
て

日
本
は
ど
こ
へ
行
く
？

世
界
の
貧
困
　
1日

1ド
ル
で
暮
ら
す
人
び
と

発
展
神
話
の
仮
面
を
剥
ぐ
　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
世
界
を
豊
か
に
す
る
の
か
？

徹
底
解
剖
10
0円

シ
ョ
ッ
プ
　
日
常
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

た
み
ち
ゃ
ん
と
南
の
人
び
と

た
み
ち
ゃ
ん
と
南
の
人
び
と
 p
ar
t2

た
み
ち
ゃ
ん
と
南
の
人
び
と
 p
ar
t3

世
界
が
も
し
10
0人

の
村
だ
っ
た
ら
（
英
訳
付
）

世
界
が
も
し
10
0人

の
村
だ
っ
た
ら
②

世
界
が
も
し
10
0人

の
村
だ
っ
た
ら
③
た
べ
も
の
編

世
界
が
も
ち
10
0人

の
村
だ
っ
た
ら
④
子
ど
も
編

新
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
版
　
世
界
が
も
し
10
0人

の
村
だ
っ
た
ら

改
訂
版
　
10
0人

村
カ
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セ
ッ
ト

10
0人

村
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ッ
ト

レ
ヌ
カ
の
学
び

ケ
ー
タ
イ
の
一
生
　
―
　
ケ
ー
タ
イ
を
通
し
て
知
る
　
私
と
世
界
の
つ
な
が
り

お
弁
当
屋
さ
ん
ゲ
ー
ム
 ―

食
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る

ケ
ー
タ
イ
の
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側

世
界
の
半
分
が
餓
え
る
の
は
な
ぜ

世
界
が
も
し
１
０
０
人
の
村
だ
っ
た
ら
　
完
結
編

N
H
K
地
球
デ
ー
タ
マ
ッ
プ
　
世
界
の
“
今
”
か
ら
“
未
来
”
を
考
え
る

原
木
の
あ
る
森
　
コ
ー
ヒ
ー
の
は
じ
ま
り
の
物
語

フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
－
ど
こ
か
ら
く
る
？
私
た
ち
の
食
べ
物

世
界
中
か
ら
人
身
売
買
が
な
く
な
ら
な
い
の
は
な
ぜ
？

ワ
ー
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シ
ョ
ッ
プ
版
　
世
界
が
も
し
１
０
０
人
の
村
だ
っ
た
ら
　
第
３
版

カ
ッ
プ
め
ん
か
ら
世
界
が
見
え
る

開
発
教
育
協
会

教
育
出
版

教
育
出
版

古
今
書
院

世
界
銀
行

太
郎
次
郎
社

合
同
出
版

明
石
書
店

京
都
自
由
学
校

岩
波
書
店
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評
論
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郎
社
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社
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書
院
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ウ
ス

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

あ
お
も
り
開
発
教
育
研
究
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

コ
モ
ン
ズ

合
同
出
版

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

N
H
K
出
版

ア
フ
リ
カ
理
解
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
発
教
育
協
会

合
同
出
版

開
発
教
育
協
会

W
E
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ャ
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開
発
教
育
部
会

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト



４３

国
際
教
育
・
開
発
教
育
　
貸
出
教
材
目
録
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8
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9
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0
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1
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2
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3
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4
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5
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6
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7

15
8

15
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16
1

16
2

16
3

16
4

16
5

16
6

16
7

16
8

16
9

17
0

17
1

17
2

17
3

17
4

17
5

17
6

17
7

17
8

17
9

18
0

18
1

18
2

18
3

18
4

2-
0南

北
問
題
50

2-
0南

北
問
題
51

2-
0南

北
問
題
52

2-
0南

北
問
題
53

2-
0南

北
問
題
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2-
0南

北
問
題
55

2-
0南

北
問
題
56

2-
0南

北
問
題
57

2-
0南

北
問
題
58

2-
0南

北
問
題
59

2-
0南

北
問
題
60

2-
0南

北
問
題
61

2-
0南

北
問
題
62

2-
0南

北
問
題
63

2-
1南

北
問
題
1

2-
1南

北
問
題
2

2-
1南

北
問
題
3

2-
1南

北
問
題
4

2-
1南

北
問
題
5

2-
1南

北
問
題
6

2-
1南

北
問
題
7

2-
1南

北
問
題
8

2-
1南

北
問
題
9

2-
1南

北
問
題
10

2-
1南

北
問
題
11

2-
1南

北
問
題
12

2-
1南

北
問
題
13

2-
1南

北
問
題
14

2-
1南

北
問
題
15

2-
1南

北
問
題
16

2-
1南

北
問
題
17

2-
1南

北
問
題
18

2-
1南

北
問
題
19

2-
1南

北
問
題
20

2-
1南

北
問
題
21

2-
1南

北
問
題
22

2-
1南

北
問
題
23

地
球
の
水
の
も
の
が
た
り
～
命
の
水
が
遠
ざ
か
る
国
～

戦
闘
機
1機

で
学
校
j何

校
つ
く
れ
る
か
？

世
界
か
ら
飢
餓
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
の
30
の
方
法

旅
を
し
な
が
ら

懐
か
し
い
未
来
～
ラ
ダ
ッ
ク
に
学
ぶ
こ
と

妹
は
3才

　
お
医
者
さ
ん
が
い
て
く
れ
た
な
ら

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
は
ほ
ん
と
う
に
美
し
い
の
か
？

ぼ
く
は
8歳

、
エ
イ
ズ
で
死
ん
で
い
く
ぼ
く
の
話
を
聞
い
て

紛
争
、
貧
困
、
環
境
破
壊
を
な
く
す
た
め
に
　
世
界
の
子
ど
も
た
ち
が
語
る
20
の
ヒ
ン
ト

マ
ジ
カ
ル
バ
ナ
ナ
　
V
3

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
版
　
世
界
が
も
し
10
0人

の
村
だ
っ
た
ら
　
第
4版

世
界
の
国
1位

と
最
下
位
―
国
際
情
勢
の
基
礎
を
知
ろ
う

世
界
で
い
ち
ば
ん
貧
し
い
大
統
領
の
ス
ピ
ー
チ

あ
な
た
の
T
シ
ャ
ツ
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？
誰
も
書
か
な
か
っ
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
真
実

徹
底
解
剖
10
0円

シ
ョ
ッ
プ
　
日
常
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

あ
ぶ
な
い
野
菜
　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
食
卓

奪
わ
れ
た
エ
ビ

エ
ビ
の
向
こ
う
に
ア
ジ
ア
が
見
え
る

コ
ー
ヒ
ー
の
秘
密
　
南
北
問
題
が
見
え
て
く
る
！

種
子
を
ま
も
れ
！
　
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
と
た
た
か
う
イ
ン
ド
農
民

バ
ナ
ナ
植
民
地
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

ゴ
ミ
を
生
か
す
人
び
と

路
上
の
子
ど
も
た
ち
　
ブ
ラ
ジ
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
闘
い

地
球
デ
ー
タ
マ
ッ
プ

つ
な
が
っ
て
い
る
世
界
　
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

身
近
な
モ
ノ
を
通
し
て
考
え
る
、
世
界
の
貧
困
・
格
差
・
環
境
　
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
世
界
の
つ
な
が
り

あ
い
の
り
「
緑
の
革
命
」

ゴ
ン
ダ
ー
ル
の
や
さ
し
い
光
　
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
版

バ
イ
オ
燃
料
　
畑
で
つ
く
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
　

食
べ
る
た
め
の
マ
グ
ロ
売
る
た
め
の
マ
グ
ロ

パ
ー
ム
オ
イ
ル

懐
か
し
い
未
来
～
ラ
ダ
ッ
ク
に
学
ぶ
こ
と
＆
地
域
か
ら
始
ま
る
未
来
：
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
を
超
え
て

フ
ー
ド
イ
ン
ク

お
じ
い
さ
ん
と
草
原
の
小
学
校

も
っ
と
！
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
　
世
界
に
つ
な
が
る
私
た
ち
の
暮
ら
し

ス
マ
ホ
の
真
実
　
紛
争
鉱
物
と
環
境
破
壊
と
の
つ
な
が
り
/ウ

ェ
イ
ク
・
ア
ッ
プ
・
コ
ー
ル

薬
は
誰
の
も
の
か
　
エ
イ
ズ
治
療
薬
と
大
企
業
の
特
許
権

W
E
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会
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同
出
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合
同
出
版

い
の
ち
の
こ
と
ば
社

な
つ
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ら
S
H
O
P

合
同
出
版

合
同
出
版

合
同
出
版

合
同
出
版

地
球
の
木

開
発
教
育
協
会

岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書

汐
文
社

東
洋
経
済
新
報
社

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
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ー
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ジ
ア
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セ
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太
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資
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N
H
K

和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

関
西
N
G
O
協
議
会

日
本
国
際
飢
餓
対
策
機
構

日
本
国
際
飢
餓
対
策
機
構

ア
ジ
ア
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平
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資
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ー
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平
洋
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セ
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ア
ジ
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平
洋
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つ
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S
H
O
P

ア
ミ
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ー
ズ
ソ
フ
ト
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
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ト

P
A
R
C

P
A
R
C

P
A
R
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ワ
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ク
キ
ッ
ト

書
籍

書
籍

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍
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籍
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籍
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書
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ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
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オ
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オ

ビ
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オ
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オ
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D

D
V
D
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V
D
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D
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D
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D
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5
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21
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9
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0

22
1

3-
0平

和
1

3-
0平

和
2

3-
0平

和
3

3-
0平

和
4

3-
0平

和
5

3-
0平

和
6

3-
0平

和
7

3-
0平

和
8①

②

3-
0平

和
9

3-
0平

和
10

3-
0平

和
11

3-
0平

和
12

3-
0平

和
13

3-
0平

和
14

3-
0平

和
15

3-
0平

和
16

3-
0平

和
17

3-
0平

和
18

3-
0平

和
19

3-
0平

和
20

3-
0平

和
21

3-
0平

和
22

3-
0平

和
23

3-
0平

和
24

3-
0平

和
25

3-
0平

和
26

3-
0平

和
27

3-
0平

和
28

3-
0平

和
29

3-
0平

和
30

3-
0平

和
31

3-
0平

和
32

3-
0平

和
33

3-
0平

和
34

3-
0平

和
35

3-
0平

和
36

3-
1平

和
1

世
界
を
変
え
る
お
金
の
使
い
方

戦
争
を
や
め
さ
せ
環
境
破
壊
を
く
い
と
め
る
新
し
い
社
会
の
つ
く
り
方

［
図
説
］
世
界
の
紛
争
地
域

ほ
ん
の
す
こ
し
の
勇
気
か
ら
　
難
民
の
オ
レ
ア
ち
ゃ
ん
が
お
し
え
て
く
れ
た
こ
と

母
さ
ん
、
ぼ
く
は
生
き
て
ま
す

正
直
な
気
持
ち
を
話
そ
う
　
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
リ
ア
ル
・
ラ
イ
フ

地
雷
の
村
で
「
寺
子
屋
」
づ
く
り

T
al
k 
fo
r 
P
ea
ce
!　

も
っ
と
話
そ
う
！

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
来
た
モ
ハ
メ
ッ
ド
君
の
お
は
な
し

ぼ
く
の
見
た
戦
争
　
20
03
年
イ
ラ
ク

P
ea
ce
 A
rc
hi
ve
s　

平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
D
V
D
付
）

な
ん
み
ん
　
難
民
理
解
の
た
め
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
　
故
郷
を
は
な
れ
て

増
補
改
訂
版
　
T
al
k 
fo
r 
P
ea

ce
 も

っ
と
話
そ
う
！
　
平
和
を
築
く
た
め
に
で
き
る
こ
と

ア
ジ
ア
の
こ
こ
ろ
（
英
訳
付
）

サ
ニ
ー
の
お
ね
が
い
　
地
雷
で
は
な
く
花
を
く
だ
さ
い
（
英
訳
付
）

サ
ニ
ー
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
　
続
・
地
雷
で
は
な
く
花
を
く
だ
さ
い
（
英
訳
付
）

サ
ニ
ー
　
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
へ
　
続
々
・
地
雷
で
は
な
く
花
を
く
だ
さ
い
（
英
訳
付
）

サ
ニ
ー
　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
　
心
を
こ
め
て
地
雷
で
は
な
く
花
を
く
だ
さ
い
（
英
訳
付
）

難
民
と
地
雷
　
全
3巻

平
和
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ブ
ッ
ク

ポ
ー
ポ
キ
、
平
和
っ
て
、
な
に
色
？

イ
マ
ジ
ン
9　

想
像
し
て
ご
ら
ん
、
戦
争
の
な
い
世
界
を

ほ
ん
の
す
こ
し
の
勇
気
か
ら
　
難
民
の
オ
レ
ア
ち
ゃ
ん
が
お
し
え
て
く
れ
た
こ
と

ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
な
ん
て
も
う
い
ら
な
い
。
世
界
か
ら
兵
器
を
な
く
す
み
ん
な
の
願
い

岩
波
D
V
D
ブ
ッ
ク
　
P
ea
ce
 A
rc
hi
ve
s　

東
京
・
ゲ
ル
ニ
カ
・
重
慶
　
空
襲
か
ら
平
和
を
考
え
る

創
造
的
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
）
に
対
立
解
決
―
教
え
方
ガ
イ
ド
―

子
ど
も
と
で
き
る
創
造
的
な
対
立
解
決
―
実
践
ガ
イ
ド
―

井
上
ひ
さ
し
の
子
ど
も
に
つ
た
え
る
日
本
国
憲
法

『
そ
れ
で
も
、
日
本
人
は
「
戦
争
」
を
選
ん
だ
』

ピ
ー
ス
フ
ル
な
子
ど
も
た
ち
　
戦
争
・
暴
力
・
い
じ
め
を
越
え
て

大
量
破
壊
兵
器
、
カ
ラ
シ
ニ
コ
フ
を
世
界
か
ら
な
く
す
方
法

ぼ
く
ら
の
ア
フ
リ
カ
に
戦
争
が
な
く
な
ら
な
い
の
は
な
ぜ
？

さ
よ
な
ら
紛
争
（
14
歳
の
世
渡
り
術
）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
ほ
ん
と
う
に
美
し
い
の
か
？

ビ
デ
オ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
む
す
ぶ
ア
ジ
ア
と
日
本
―
わ
た
し
が
や
っ
て
き
た
戦
争
の
つ
た
え
方
 (教

科
書
に
書
か
れ
な
か
っ
た
戦
争
)

へ
い
わ
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
　
日
・
中
・
韓
平
和
絵
本

戦
争
の
傷
後
　
Le
ga
ci
es
 o
f W

ar

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

合
同
出
版

P
H
P
研
究
所

求
龍
堂

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

た
ち
ば
な
出
版

P
H
P
研
究
所

開
発
教
育
協
議
会

つ
げ
書
房
新
社

ポ
プ
ラ
社

岩
波
書
店

難
民
事
業
本
部

開
発
教
育
協
会

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

草
土
文
化

Y
M
C
A

エ
ピ
ッ
ク

合
同
出
版

求
龍
堂

合
同
出
版

岩
波
書
店

開
発
教
育
協
会
・
立
教
大
学

開
発
教
育
協
会

講
談
社

朝
日
出
版
社

せ
せ
ら
ぎ
出
版

合
同
出
版

合
同
出
版

河
出
書
房
新
社

合
同
出
版

梨
の
木
舎

童
心
社

国
連
広
報
セ
ン
タ
ー

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍
・
D
V
D

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

絵
本

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍
・
D
V
D

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

絵
本
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デ
オ
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和
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和
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和
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和
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0環

境
1

4-
0環

境
2
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0環

境
3
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0環
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4
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0環

境
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0環
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0環
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0環
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8
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0環
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0環
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0環
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4-
0環
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4-
0環
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4-
1環

境
1

4-
1環

境
2

難
民
女
性

難
民
に
な
る
っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
？

難
民
も
み
ん
な
も
同
じ
地
球
人

世
界
の
難
民
は
ど
こ
に
　
20

04
年
G
LO

B
A
L 
V
IE
W

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
変
え
て
み
よ
う

も
う
ひ
と
つ
の
日
本
地
図

1秒
の
世
界

地
球
が
も
し
10
0c
m
の
球
だ
っ
た
ら

地
球
で
は
1秒

間
に
サ
ッ
カ
ー
場
1面

分
の
緑
が
消
え
て
い
る

あ
な
た
が
世
界
を
変
え
る
日

地
球
買
い
モ
ノ
白
書

21
世
紀
の
子
ど
も
た
ち
が
地
球
を
救
う

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
入
門

私
に
で
き
る
こ
と
は
、
な
ん
だ
ろ
う

に
む
の
木
の
あ
る
村
（
ベ
ン
ガ
ル
語
訳
付
）

森
に
お
か
え
り
（
英
訳
付
）

森
が
海
を
つ
く
る
（
英
訳
付
）

空
気
は
だ
れ
も
の
も
の
？
（
英
訳
付
）

ジ
ェ
イ
ク
の
海
の
な
か
ま
た
ち
（
英
訳
付
）

ホ
タ
ル
の
く
る
町
（
英
訳
付
）

エ
レ
ナ
と
ダ
フ
ニ
（
英
訳
付
）

森
の
暮
ら
し
の
記
憶
（
英
訳
付
）

「
私
た
ち
の
ピ
ン
川
」
　
北
タ
イ
環
境
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

食
べ
も
の
か
ら
考
え
る
環
境
教
育
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
　
F
O
O
D

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

環
境
教
育
推
進
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

地
球
の
み
か
た
　
地
球
に
つ
い
て
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
生
徒
用
）

地
球
の
み
か
た
　
地
球
に
つ
い
て
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

未
来
を
学
ぼ
う
　
わ
た
し
と
地
球
を
結
ぶ
価
値
観
と
ビ
ジ
ョ
ン

パ
ー
ム
油
の
は
な
し
　
「
地
球
に
や
さ
し
い
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

み
み
ず
の
カ
ー
ロ
　
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
先
生
の
自
然
の
学
校

図
解
　
地
球
の
真
実
（
別
冊
宝
島
　
13
97
）

も
っ
と
話
そ
う
！
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
発
の
こ
と
　
参
加
型
で
学
び
合
う
た
め
の
16
の
方
法

パ
ー
ム
油
の
話
　
「
地
球
に
や
さ
し
い
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
改
訂
版

水
か
ら
広
が
る
学
び
　
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
20

森
は
ど
こ
へ
行
く
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
原
生
林
が
日
本
の
紙
に
な
る
ま
で

緑
の
砂
漠
　
植
林
が
環
境
を
破
壊
す
る

U
N
H
C
R

U
N
H
C
R

U
N
H
C
R

U
N
H
C
R

U
N
H
C
R

野
草
社

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

世
界
文
化
社

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

学
陽
書
房

コ
モ
ン
ズ

ブ
ロ
ン
ズ
新
社

つ
げ
書
房
新
社

as
co
m

大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

開
発
教
育
協
会

エ
コ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

エ
コ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

開
発
教
育
協
会

合
同
出
版

宝
島
社

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ
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5
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6
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7

5-
0人

権
1

5-
0人

権
2

5-
0人

権
3

5-
0人

権
4

5-
0人

権
5
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0人

権
6
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7
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5-
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権
1

5-
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権
2
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権
3
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権
4

5-
1人

権
5

5-
1人

権
6

5-
1人

権
7

5-
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6-
0英

語
教
育
1

6-
0英

語
教
育
2

6-
0英

語
教
育
3

6-
0英

語
教
育
4

切
り
売
り
さ
れ
る
タ
イ
　
プ
ー
ケ
ッ
ト
島
の
観
光
開
発

い
つ
か
こ
の
木
に
見
守
ら
れ
て
　
タ
イ
植
林
体
験
記

緑
の
革
命
「
あ
い
の
り
」

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水

世
界
を
め
ぐ
る
電
子
ゴ
ミ

識
字
B
O
X

人
権
教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
参
加
型
「
気
づ
き
か
ら
築
き
へ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
！
　
人
権
　
人
権
教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
発
展
編

い
っ
し
ょ
に
す
す
め
よ
う
！
　
人
権
　
人
権
教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
実
践
編

人
権
教
育
の
た
め
の
コ
ン
パ
ス
［
羅
針
盤
］

同
和
問
題
・
人
権
問
題
学
習
教
材
（
パ
ー
ト
4）

　
こ
う
も
り
く
ん

国
際
理
解
教
育
と
人
権

ブ
エ
ノ
ス
・
デ
ィ
ア
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン
　
～
外
国
人
が
生
き
る
「
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
」
～

知
っ
て
い
ま
す
か
？
　
死
刑
と
人
権
　
一
問
1答

非
核
と
先
住
民
族
の
独
立
を
め
ざ
し
て

デ
カ
セ
ー
ギ
　
逆
流
す
る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人

米
軍
に
土
地
を
奪
わ
れ
た
沖
縄
人

え
え
ぞ
、
カ
ル
ロ
ス
　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
か
ら
世
界
が
見
え
る
人
権
を
基
盤
に
し
た
E
S
D
教
材

『
人
権
で
世
界
を
変
え
る
30

の
方
法
』
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
ナ
ウ
編
）

あ
な
た
と
わ
た
し
の
幸
せ
を
築
く
世
界
人
権
宣
言
　
世
界
人
権
宣
言

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
た
た
か
う
！

人
権
教
育
指
導
資
料
集
　
人
権
教
育
を
進
め
る
た
め
に

地
球
市
民
の
人
権
教
育
ー
15

歳
か
ら
の
レ
ッ
ス
ン
プ
ラ
ン

多
様
性
の
学
級
づ
く
り
　
人
権
教
育
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
集

国
際
人
権
を
知
っ
て
い
ま
す
か
　
　
～
国
連
と
市
民
の
と
り
く
み
～

自
立
を
め
ざ
し
て
　
～
ア
ジ
ア
の
女
性
と
こ
ど
も
た
ち
～

日
本
の
国
際
化
と
人
権
　
～
違
い
を
認
め
あ
う
地
域
社
会
を
～

女
た
ち
が
語
る
イ
ン
ド

も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
　
イ
ン
ド
の
人
口
政
策
と
女
性
た
ち

映
画
ジ
ャ
ビ
ル
カ
日
本
語
版
　
私
た
ち
の
電
気
が
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
大
地
を
壊
す

ミ
ナ
の
笑
顔
　
３
７
言
語
収
録
版
D
V
D

"D
V
D
 も

う
ひ
と
つ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
先
住
民
族
エ
コ
ツ
ア
ー
の
始
動
」
 N
G
O
/N
P
O
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
 "

JA
P
A
N
 A
LM

A
N
A
C
 2
00
5　

英
和
対
訳
デ
ー
タ
年
鑑

公
立
小
学
校
で
や
っ
て
み
よ
う
！
　
英
語

総
合
英
語
：
地
球
市
民
と
し
て
生
き
る

英
語
で
国
際
理
解
教
育
（
C
D
付
）
小
学
1・

2年
版

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

オ
イ
ス
カ

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
ｾﾝ
ﾀｰ

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー
（
P
A
R
C
)

国
際
識
字
年
推
進
和
泉
連
絡
会

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

明
石
書
店

滋
賀
県
解
放
県
民
セ
ン
タ
ー

開
放
出
版
社

ラ
テ
ィ
ー
ナ

解
放
出
版
社

現
代
人
文
社

草
思
社

新
読
書
社

大
阪
市
立
総
合
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ヒ
ュ
ー
ラ
イ
ツ
大
阪

合
同
出
版

世
界
人
権
宣
言
大
阪
連
絡
会
議

岩
波
書
店

長
野
県
教
育
委
員
会

解
放
出
版
社

解
放
出
版
社

ヒ
ュ
ー
ラ
イ
ツ
大
阪

ヒ
ュ
ー
ラ
イ
ツ
大
阪

ヒ
ュ
ー
ラ
イ
ツ
大
阪

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
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ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

A
C
C
U

N
P
O
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校
「
遊
」

朝
日
新
聞
社

草
木
文
化

三
修
社

小
学
館

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

D
V
D

D
V
D

ワー
クキ

ット
・カ

ルタ
・ビ

デオ

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

絵
本

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

D
V
D

D
V
D

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍
・
C
D
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26

7-
0多

文
化
1

7-
0多

文
化
2

7-
0多

文
化
3

7-
0多

文
化
4
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文
化
5

7-
0多

文
化
6
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0多

文
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0多

文
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0多

文
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7-
0多

文
化
12

7-
0多

文
化
13

英
語
で
国
際
理
解
教
育
（
C
D
付
）
小
学
3・

4年
版

英
語
で
国
際
理
解
教
育
（
C
D
付
）
小
学
5・

6年
版

小
学
校
英
語
の
授
業
プ
ラ
ン
　
つ
く
っ
て
調
べ
る
地
球
環
境
（
C
D
付
）

小
学
生
の
英
会
話
活
動
　
～
ゲ
ー
ム
と
歌
あ
そ
び
～

英
語
で
広
が
る
わ
た
し
た
ち
の
世
界
　
も
っ
と
知
り
た
い
！
人
間
に
つ
い
て

英
語
で
広
が
る
わ
た
し
た
ち
の
世
界
　
も
っ
と
知
り
た
い
！
平
和
に
つ
い
て

英
語
で
広
が
る
わ
た
し
た
ち
の
世
界
　
も
っ
と
知
り
た
い
！
環
境
に
つ
い
て

英
語
で
広
が
る
わ
た
し
た
ち
の
世
界
　
も
っ
と
知
り
た
い
！
い
ろ
い
ろ
な
文
化

英
語
で
広
が
る
わ
た
し
た
ち
の
世
界
　
も
っ
と
知
り
た
い
！
世
界
の
国
々

え
ほ
ん
で
楽
し
む
英
語
の
世
界

ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
で
は
こ
う
や
っ
て
英
語
を
教
え
て
い
る

C
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N
 Y
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U
 F
IN
D
 M
E
?

は
じ
め
て
の
英
語
の
歌
―
歌
で
お
ぼ
え
る
ら
く
ら
く
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ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
 

ヘ
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ー
お
じ
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ん
の
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語
で
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ッ
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が
で
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る
本
―
ネ
イ
テ
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ブ
が
教
え
る
、
子
ど
も
英
語
教
室
フ
レ
ー
ズ
集

小
学
校
　
テ
ー
マ
で
学
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活
動
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ほ
ん
 A
nn
ua
l E

ve
nt
s 
in
 J
ap
an
 A
ut
um

n 
&
 W

in
te
r

yo
ur
 w
or
ld
　
英
語
テ
キ
ス
ト

yo
ur
 w
or
ld
　
英
語
テ
キ
ス
ト
　
別
売
指
導
用
C
D

yo
ur
 w
or
ld
　
国
際
理
解
テ
キ
ス
ト

yo
ur
 w
or
ld
　
国
際
理
解
テ
キ
ス
ト
　
別
売
指
導
用
C
D

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
キ
ッ
ズ
　
ス
ピ
ー
チ
　
１
　
で
き
る
よ
！
は
じ
め
て
の
ス
ピ
ー
チ

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
キ
ッ
ズ
　
ス
ピ
ー
チ
　
２
　
平
和
を
も
と
め
た
子
ど
も
た
ち

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
キ
ッ
ズ
　
ス
ピ
ー
チ
　
３
　
子
ど
も
の
権
利
を
う
っ
た
え
る

M
y 
na
m
e 
is
…
　
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
名
前

日
本
の
な
か
の
世
界

多
文
化
共
生
の
ジ
レ
ン
マ

多
文
化
共
生
の
学
校
づ
く
り

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

多
文
化
教
育
　
多
様
性
の
た
め
の
教
育
学

幼
児
の
た
め
の
多
文
化
理
解
教
育

多
文
化
教
育
を
拓
く

多
文
化
・
人
権
教
育
学
校
を
つ
く
る

雨
森
芳
洲
と
朝
鮮
通
信
使
か
る
た

歴
史
教
科
書
　
在
日
コ
リ
ア
ン
の
歴
史

滋
賀
の
な
か
の
朝
鮮

外
国
人
の
た
め
の
お
弁
当
（
3ヶ

国
語
：
日
・
中
・
英
語
）

小
学
館

小
学
館

小
学
館

小
学
館

金
の
星
社

金
の
星
社

金
の
星
社

金
の
星
社

金
の
星
社

一
声
社

径
書
房

A
C
C
U

学
研
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ア
ル
ク

三
友
社
出
版

E
ho
n 
H
ou
se

E
ho
n 
H
ou
se

サ
ク
ソ
ン
コ
ー
ト
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

サ
ク
ソ
ン
コ
ー
ト
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

サ
ク
ソ
ン
コ
ー
ト
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

サ
ク
ソ
ン
コ
ー
ト
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

大
月
書
店

大
月
書
店

大
月
書
店

角
川
書
店

新
幹
社

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

雨
森
芳
洲
庵

明
石
書
店

明
石
書
店

関
西
生
命
線

書
籍
・
C
D

書
籍
・
C
D

書
籍
・
C
D

書
籍

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

書
籍

書
籍

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

C
D
-R
O
M

書
籍

C
D
-R
O
M

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

か
る
た

書
籍

書
籍

書
籍
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国
際
教
育
・
開
発
教
育
　
貸
出
教
材
目
録

33
3

33
4

33
5

33
6

33
7

33
8

33
9

34
0

34
1

34
2

34
3

34
4

34
5

34
6

34
7

34
8

34
9

35
0

35
1

35
2

35
3

35
4

35
5

35
6

35
7

35
8

35
9

36
0

36
1

36
2

36
3

36
4

36
5

36
6

36
7

36
8

36
9

7-
0多

文
化
14

7-
0多

文
化
15

7-
0多

文
化
16

7-
0多

文
化
17

7-
0多

文
化
18

7-
0多

文
化
19

7-
0多

文
化
20

7-
0多

文
化
21

7-
0多

文
化
22

7-
0多

文
化
23

7-
0多

文
化
24

7-
0多

文
化
25

7-
0多

文
化
26

7-
0多

文
化
27

7-
0多

文
化
28

7-
0多

文
化
29

7-
0多

文
化
30

7-
0多

文
化
31

7-
0多

文
化
32

7-
0多

文
化
33

7-
0多

文
化
34

7-
0多

文
化
35

7-
0多

文
化
36
①
②

7-
0多

文
化
37
①
②

7-
0多

文
化
38

7-
0多

文
化
39

7-
0多

文
化
40

7-
0多

文
化
41

7-
0多

文
化
42

7-
0多

文
化
43

7-
0多

文
化
44

7-
0多

文
化
45

7-
0多

文
化
46

7-
0多

文
化
47

7-
0多

文
化
48

7-
0多

文
化
49

7-
0多

文
化
50

多
文
化
共
生
保
育
Q
&
A

ア
フ
リ
カ
　
理
解
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
－
ア
フ
リ
カ
と
私
た
ち

く
ら
べ
て
み
よ
う
！
　
日
本
と
世
界
の
　
食
べ
物
と
文
化

パ
パ
ラ
ギ

世
界
の
あ
い
さ
つ

見
る
・
つ
く
る
・
知
る
　
お
し
ゃ
れ
な
ア
フ
リ
カ
1　

ア
フ
リ
カ
ン
ド
レ
ス

見
る
・
つ
く
る
・
知
る
　
お
し
ゃ
れ
な
ア
フ
リ
カ
2　

ア
フ
リ
カ
ン
キ
ッ
チ
ン

見
る
・
つ
く
る
・
知
る
　
お
し
ゃ
れ
な
ア
フ
リ
カ
3　

ア
フ
リ
カ
ン
リ
ビ
ン
グ

た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
傑
作
集
　
手
で
食
べ
る
？

た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
傑
作
集
　
い
っ
ぽ
ん
の
鉛
筆
の
む
こ
う
に

世
界
の
じ
ゃ
ん
け
ん

世
界
の
外
あ
そ
び

韓
国
・
朝
鮮
と
出
会
お
う

中
国
と
出
会
お
う

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
出
会
お
う

ブ
ラ
ジ
ル
と
出
会
お
う

多
文
化
子
ど
も
の
歌
集
（
C
D
付
）

朝
鮮
を
ど
う
教
え
る
か

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
発
見
（
対
訳
本
・
ビ
デ
オ
2本

付
）

い
ろ
ん
な
国
・
い
ろ
ん
な
こ
と
ば
　
全
6巻

（
ビ
デ
オ
付
）

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
メ
モ
リ
ー
ゲ
ー
ム
（
2セ

ッ
ト
）

ひ
ょ
う
た
ん
島
問
題
　
～
多
文
化
共
生
を
め
ざ
し
て
～
（
C
D
付
）

ブ
ラ
ジ
ル
ボ
ッ
ク
ス

か
る
た
“
わ
た
し
ん
家
の
食
事
か
ら
”

多
文
化
共
生
キ
ー
ワ
ー
ド
事
典

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
子
ど
も
と
学
校
文
化

外
国
人
の
子
ど
も
と
日
本
の
教
育

ブ
エ
ノ
ス
・
デ
ィ
ア
ス
、
ニ
ッ
ポ
ン
―
外
国
人
が
生
き
る
「
も
う
ひ
と
つ
の
ニ
ッ
ポ
ン
」

多
文
化
保
育
論

乳
幼
児
と
そ
の
家
族
へ
の
早
期
支
援

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
材
「
ひ
ょ
う
た
ん
島
問
題
」

多
文
化
共
生
社
会
と
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力

顔
の
見
え
な
い
定
住
化

「
多
文
化
パ
ワ
ー
」
社
会
ー
多
文
化
共
生
を
超
え
て

ま
ん
が
　
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
外
国
人
　
多
文
化
共
生
２
０
の
物
語

世
界
あ
ち
こ
ち
ゆ
か
い
な
家
め
ぐ
り

ト
イ
レ
の
お
か
げ

大
阪
保
育
子
育
て
人
権
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー

ア
フ
リ
カ
日
本
協
議
会

講
談
社

立
風
書
房

福
音
館
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

福
音
館
書
店

福
音
館
書
店

今
人
舎

今
人
舎

国
土
社

国
土
社

国
土
社

国
土
社

明
石
書
店

解
放
出
版
社

豪
日
交
流
基
金

ポ
プ
ラ
社

ア
ン
ネ
さ
ん
作

デ
ジ
タ
ル
マ
ジ
ッ
ク

滋
賀
県
国
際
協
会

滋
賀
県
国
際
協
会

明
石
書
店

勁
草
書
房

東
京
大
学
出
版
会

ラ
テ
ィ
ー
ナ

学
文
社

北
大
路
書
房

明
石
書
店

現
代
人
文
社

名
古
屋
大
学
出
版
会

明
石
書
店

明
石
書
店

福
音
館
書
店

福
音
館
書
店

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

絵
本

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍

絵
本

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
・
C
D

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
・
ビ
デ
オ

絵
本
・
ビ
デ
オ

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍
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0

37
1

37
2

37
3

37
4

37
5

37
6

37
7

37
8

37
9

38
0

38
1

38
2

38
3

38
4

38
5

38
6

38
7

38
8

38
9

39
0

39
1

39
2

39
3

39
4

39
5

39
6

39
7

39
8

39
9

40
0

40
1

40
2

40
3

40
4

40
5

40
6

7-
0多

文
化
51

7-
0多

文
化
52

7-
0多

文
化
53

7-
0多

文
化
54

7-
0多

文
化
55

7-
0多

文
化
56

7-
0多

文
化
57

7-
0多

文
化
58

7-
0多

文
化
59

7-
0多

文
化
60

7-
0多

文
化
61

7-
0多

文
化
62

7-
0多

文
化
63

7-
0多

文
化
64

7-
0多

文
化
65

7-
0多

文
化
66

7-
0多

文
化
67

7-
0多

文
化
68

7-
0多

文
化
69

7-
0多

文
化
70

7-
0多

文
化
71

7-
0多

文
化
72

7-
0多

文
化
73

7-
0多

文
化
74

7-
0多

文
化
75

7-
0多

文
化
76

7-
0多

文
化
77

7-
0多

文
化
78

7-
0多

文
化
79

7-
0多

文
化
80

7-
0多

文
化
81

7-
0多

文
化
82

7-
0多

文
化
83

7-
0多

文
化
84

7-
0多

文
化
85

7-
0多

文
化
86

7-
0多

文
化
87

絵
本
で
育
て
る
情
報
分
析
力

"多
文
化
共
生
社
会
の
保
育
者
－
 ぶ

つ
か
っ
て
も
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
"

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
新
・
国
際
人
へ
の
条
件
 

絵
本
　
世
界
の
食
事
①
＜
フ
ラ
ン
ス
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
②
＜
イ
ン
ド
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
③
＜
韓
国
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
④
＜
イ
タ
リ
ア
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑤
＜
メ
キ
シ
コ
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑥
＜
ド
イ
ツ
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑦
＜
ブ
ラ
ジ
ル
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑧
＜
中
国
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑨
＜
タ
イ
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑩
＜
ト
ル
コ
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑪
＜
モ
ン
ゴ
ル
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑫
＜
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑬
＜
ベ
ト
ナ
ム
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑭
＜
ス
ペ
イ
ン
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑮
＜
ペ
ル
ー
の
ご
は
ん
＞
　

T
he
 W

or
ld
 o
f S

tr
ee
t F

oo
d 
 E
as
y 
qu
ic
k 
m
ea
ls
 to
 c
oo
k 
at
 h
om

e

原
木
の
あ
る
森
　
コ
ー
ヒ
ー
の
は
じ
ま
り
の
物
語

非
識
字
体
験
ゲ
ー
ム
　
「
こ
こ
は
、
何
色
？
」
「
は
じ
め
て
の
お
見
舞
い
」

「
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
」
体
験
ゲ
ー
ム
　
何
が
起
こ
っ
た
？
（
震
災
編
）

日
本
と
世
界
の
お
も
し
ろ
こ
と
わ
ざ
～
こ
と
わ
ざ
で
文
化
を
比
較
し
よ
う
～
　
第
1巻

　
生
き
る
知
恵

日
本
と
世
界
の
お
も
し
ろ
こ
と
わ
ざ
～
こ
と
わ
ざ
で
文
化
を
比
較
し
よ
う
～
　
第
2巻

　
人
情

日
本
と
世
界
の
お
も
し
ろ
こ
と
わ
ざ
～
こ
と
わ
ざ
で
文
化
を
比
較
し
よ
う
～
　
第
3巻

　
損
得
と
運

日
本
と
世
界
の
お
も
し
ろ
こ
と
わ
ざ
～
こ
と
わ
ざ
で
文
化
を
比
較
し
よ
う
～
　
第
4巻

　
才
能
と
経
験

日
本
と
世
界
の
お
も
し
ろ
こ
と
わ
ざ
～
こ
と
わ
ざ
で
文
化
を
比
較
し
よ
う
～
　
第
5巻

　
世
の
中

日
本
と
世
界
の
お
も
し
ろ
こ
と
わ
ざ
～
こ
と
わ
ざ
で
文
化
を
比
較
し
よ
う
～
　
第
6巻

　
こ
と
わ
ざ
の
い
ろ
い
ろ

私
も
「
移
動
す
る
子
ど
も
」
だ
っ
た
　
異
な
る
言
語
の
間
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー

在
日
コ
リ
ア
ン
女
性
20
人
の
軌
跡

ぐ
ず
ぐ
ず
言
わ
せ
て
！
　
わ
た
し
ら
の
居
場
所
　
「
わ
た
し
の
こ
と
」
シ
リ
ー
ズ
　
vo
l.2

先
住
民
族
と
E
S
D

続
・
先
住
民
族
と
E
S
D

教
材
『
C
H
A
M
P
U
R
R
E
A
N
D
O
～
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
発
！
多
文
化
共
生
』

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
か
る
た
チ
ャ
ン
プ
レ
ア
ン
ド
　
日
本
語
+英

語
版

３
・
１
１
後
の
多
文
化
家
族

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
　
思
い
・
制
度
・
展
望

一
声
社

北
大
路
書
房

有
斐
閣
選
書

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

ニ
ュ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

ア
フ
リ
カ
理
解
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

滋
賀
県
国
際
協
会

滋
賀
県
国
際
協
会

学
研
教
育
出
版

学
研
教
育
出
版

学
研
教
育
出
版

学
研
教
育
出
版

学
研
教
育
出
版

学
研
教
育
出
版

く
ろ
し
お
出
版

明
石
書
店

(財
)神

奈
川
県
国
際
交
流
協
会

立
教
大
学
E
S
D
研
究
セ
ン
タ
ー

立
教
大
学
E
S
D
研
究
セ
ン
タ
ー

N
P
O
法
人
沖
縄
N
G
O
セ
ン
タ
ー

N
P
O
法
人
沖
縄
N
G
O
セ
ン
タ
ー

明
石
書
店

（
財
）
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
人
権
情
報
セ
ン
タ
ー

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
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く
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教
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め
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教
育
―
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と
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ど
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育
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葉
図
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な
ま
え
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と
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に
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葉
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ま
え
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ま
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が
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界
の
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絵
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ら
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ア
ラ
ブ
か
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こ
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熱
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ア
ム
　
ジ
ャ
パ
ニ
ー
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シ
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ワ
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イ
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ピ
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子
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独
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ダ
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ピ
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テ
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き
る
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仲
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デ
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真
で
学
ぼ
う
！
　
地
球
の
食
卓
　
学
習
プ
ラ
ン
１
０

地
球
の
ご
は
ん
　
世
界
30
カ
国
80
人
の
い
た
だ
き
ま
す

ト
ラ
ン
ク
の
中
の
日
本
　
米
従
軍
カ
メ
ラ
マ
ン
の
非
公
式
記
録

ニ
ュ
ー
ス
に
耳
を
傾
け
る
　
ブ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
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攻
撃
を
超
え
て
　
ブ
ロ
ー
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レ
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第
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ダ
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版
）

ア
ジ
ア
の
子
ど
も

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
　
5歳

ま
で
生
き
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

こ
ど
も
の
権
利
を
買
わ
な
い
で
-プ

ン
と
ミ
ー
チ
ャ
の
も
の
が
た
り
（
英
訳
付
）

「
日
本
の
子
ど
も
は
何
を
し
て
働
い
て
い
る
の
？
」

世
界
の
子
ど
も
た
ち
　
　
N
G
O
の
現
場
か
ら

ロ
サ
ー
リ
オ
の
死
　
-少

女
の
残
し
た
も
の
-

子
ど
も
地
球
白
書
20
02
-2
00

3

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約

世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
今
お
き
て
い
る
こ
と

多
発
す
る
少
女
買
春
　
子
ど
も
を
買
う
男
た
ち

子
ど
も
た
ち
の
ア
フ
リ
カ

「
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
・
10
0人

の
子
ど
も
た
ち
」
教
材
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
ビ
デ
オ
2本

付
）

わ
た
し
８
歳
、
カ
カ
オ
畑
で
働
き
つ
づ
け
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『
大
切
な
も
の
は
何
で
す
か
?』

～
こ
ど
も
た
ち
が
う
つ
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
今

ス
ク
ー
ル
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

子
ど
も
の
権
利
条
約
カ
ー
ド
と
ユ
ニ
セ
フ
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
ト

お
い
し
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
真
実
～
働
く
子
ど
も
た
ち
と
わ
た
し
た
ち
と
の
つ
な
が
り
～

も
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
と
考
え
よ
う
世
界
の
こ
と

ぼ
く
ら
地
球
市
民
１
　
戦
争
な
ん
て
も
う
や
め
て

ぼ
く
ら
地
球
市
民
２
　
キ
ッ
ズ
パ
ワ
ー
が
世
界
を
変
え
る

ぼ
く
ら
地
球
市
民
３
　
わ
た
し
と
地
球
の
約
束

ど
こ
に
い
る
か
わ
か
る
？

世
界
の
子
ど
も
た
ち
は
今
ー
子
ど
も
兵
士

世
界
の
子
ど
も
た
ち
は
今
ー
児
童
労
働

世
界
の
子
ど
も
た
ち
は
今
ー
子
ど
も
の
人
身
売
買

『
ぼ
く
は
12
歳
、
路
上
で
暮
ら
し
は
じ
め
た
わ
け
。
―
―
私
に
は
何
が
で
き
ま
す
か
？
そ
の
悲
し
み
が
な
く
な
る
日
を
夢
見
て
』

開
発
教
育
協
会

T
O
T
O
出
版

小
学
館

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

リ
ベ
ル
タ
出
版

晩
成
書
房

開
発
教
育
協
会

明
石
書
店

ア
ー
ト
ン

自
由
国
民
社

国
際
子
ど
も
権
利
セ
ン
タ
ー

明
石
書
店

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会

朔
北
社

外
務
省

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会

新
評
論

岩
波
書
店

シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル

A
C
E

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
Ed

u）

国
際
子
ど
も
権
利
セ
ン
タ
ー

A
C
E

講
談
社

大
月
書
店

大
月
書
店

大
月
書
店

こ
ぐ
ま
社

リ
ブ
リ
オ
出
版

リ
ブ
リ
オ
出
版

リ
ブ
リ
オ
出
版

合
同
出
版

写
真
、
解
説
書

写
真
書
籍

写
真
書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

絵
本

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト
・
ビ
デ
オ

書
籍

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

書
籍

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍
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1
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2
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3
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4
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5
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6
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7
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8
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9
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4
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5
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6
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7

54
8
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9

55
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55
1

55
2
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10
-0
子
ど
も
27

10
-0
子
ど
も
28

10
-0
子
ど
も
29

10
-0
子
ど
も
30

10
-0
子
ど
も
31

10
-0
子
ど
も
32

10
-0
子
ど
も
33

10
-0
子
ど
も
34

10
－
1子

ど
も
1

10
－
1子

ど
も
2

11
-0
地
図
1

11
-0
地
図
2

11
-0
地
図
3

11
-0
地
図
4

11
-0
地
図
5

11
-0
地
図
6

11
-0
地
図
7

11
-0
地
図
8

11
-0
地
図
9①

②

11
-0
地
図
10

11
-0
地
図
11
①
②

11
-0
地
図
12

11
-0
地
図
13

11
-0
地
図
14

11
-0
地
図
15

11
-0
地
図
16

11
-0
地
図
17

11
-0
地
図
18

11
-0
地
図
19

11
-0
地
図
20

11
-0
地
図
21

11
-0
地
図
22

11
-0
地
図
23

12
-0
国
際
協
力
1①

②
③

12
-0
国
際
協
力
2

12
-0
国
際
協
力
3①

②

12
-0
国
際
協
力
4

子
ど
も
の
参
加
を
促
す
ガ
イ
ド

貧
し
い
国
で
女
の
子
と
し
て
生
き
る
と
い
う
こ
と
　
開
発
途
上
国
か
ら
の
５
つ
の
物
語

「
世
界
中
の
子
ど
も
に
教
育
を
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
20
11
　
女
の
子
と
女
性
の
教
育

お
か
え
り
、
ま
た
あ
え
た
ね
　
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
・
ト
ト
の
も
の
が
た
り

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
よ
り
平
和
が
ほ
し
い
―
子
ど
も
兵
士
・
ム
リ
ア
の
告
白

こ
の
T
シ
ャ
ツ
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
？
-フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
裏
側
に
な
る
児
童
労
働
の
真
実
－

わ
た
し
は
13
歳
、
学
校
に
行
け
ず
に
花
嫁
に
な
る
。

ぼ
く
が
ラ
ー
メ
ン
　
た
べ
て
る
と
き

I a
m
 c
hi
ld
！
　
働
か
さ
れ
る
子
供
た
ち

S
T
O
P
 C
H
IL
D
 L
A
B
O
U
R

く
ら
べ
て
わ
か
る
世
界
地
図
①
　
暴
力
の
世
界
地
図

く
ら
べ
て
わ
か
る
世
界
地
図
②
　
学
校
の
世
界
地
図

く
ら
べ
て
わ
か
る
世
界
地
図
③
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
世
界
地
図

く
ら
べ
て
わ
か
る
世
界
地
図
④
 福

祉
の
世
界
地
図

く
ら
べ
て
わ
か
る
世
界
地
図
⑤
　
文
化
の
世
界
地
図

ワ
ー
ル
ド
バ
ン
ク
ミ
ニ
ア
ト
ラ
ス

食
料
の
世
界
地
図

N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
　
デ
ー
タ
マ
ッ
プ
63
億
人
の
地
図
　
い
の
ち
の
地
図
帳

N
o 
Lo
ng
er
 D
ow

n 
U
nd
er

世
界
が
み
え
る
　
地
図
の
絵
本

M
ap
pi
ng
 o
ur
 W

or
ld

今
が
わ
か
る
　
時
代
が
わ
か
る
　
世
界
地
図
　
20
03
年
版

今
が
わ
か
る
　
時
代
が
わ
か
る
　
世
界
地
図
　
20
05
年
版

今
が
わ
か
る
　
時
代
が
わ
か
る
　
日
本
地
図
　
20
05
年
版

H
un
ge
r 
M
ap
　
も
う
一
枚
の
世
界
地
図

H
un
ge
r 
M
ap
　
ハ
ン
ガ
ー
マ
ッ
プ

イ
エ
テ
ィ
を
探
せ

ピ
ー
タ
ー
図
マ
ッ
プ

世
界
地
図
（
ア
フ
リ
カ
中
心
）

＜
文
化
の
世
界
地
図
＞
　
大
型
地
図
　

＜
文
化
の
世
界
地
図
＞
　
解
説
冊
子

E
A
R
T
H
 a
t N

IG
H
T
 宇

宙
か
ら
見
た
夜
の
地
球
　
授
業
指
導
例
（
ポ
ス
タ
ー
）
 指

導
書
付
き

M
A
P
S
　
新
・
世
界
地
図

JI
C
A
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
キ
ッ
ト

い
ま
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
　
と
も
に
生
き
る
地
球
市
民

人
口
問
題
　
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
・
キ
ッ
ト
20
01

jn
ne

遊
タ
イ
ム
出
版

「
世
界
中
の
子
ど
も
に
教
育
を
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

東
京
書
籍

汐
文
社

（
特
活
）
A
C
E

合
同
出
版

教
育
画
劇

IL
O

IL
O

大
月
書
店

大
月
書
店

大
月
書
店

大
月
書
店

大
月
書
店

シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
・
フ
ェ
ア
ラ
ー
ク
東
京

丸
善

ア
ス
コ
ム

H
al
lif
ax

あ
す
な
ろ
書
房

O
xf
am

成
美
堂
出
版

成
美
堂
出
版

成
美
堂
出
版

国
際
連
合
世
界
食
糧
計
画

国
際
連
合
世
界
食
糧
計
画

ゆ
ま
に
書
房

O
xf
am

グ
ロ
ー
バ
ル
み
ら
い
塾

グ
ロ
ー
バ
ル
み
ら
い
塾

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
全
国
協
議
会
事
務
局

徳
間
書
店

国
際
協
力
事
業
団

国
際
協
力
事
業
団

外
務
省

ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

書
籍

書
籍

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

書
籍

書
籍

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

書
籍

絵
本

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

地
図

絵
本

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

絵
本

地
図

地
図

地
図

冊
子

地
図

地
図

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
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-0
韓
国
文
化
3

13
-0
韓
国
文
化
4

13
-0
韓
国
文
化
5

世
界
人
口
白
書
20
02
　
人
々
・
貧
困
・
ひ
ろ
が
る
可
能
性

世
界
子
供
白
書
20
03

世
界
子
供
白
書
20
04

世
界
子
供
白
書
20
05
　
危
機
に
晒
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち

世
界
子
供
白
書
20
06
　
存
在
し
な
い
子
ど
も
た
ち

開
発
の
た
め
の
教
育

地
球
の
と
も
だ
ち
　
ユ
ニ
セ
フ
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
と
ユ
ニ
セ
フ

わ
た
し
の
権
利
　
み
ん
な
の
権
利

子
ど
も
の
権
利
条
約
　
カ
ー
ド
ブ
ッ
ク

ユ
ニ
セ
フ
と
世
界
の
と
も
だ
ち

国
際
理
解
カ
ー
ド

学
校
と
地
域
が
つ
く
る
国
際
理
解
教
育

学
校
と
地
域
が
つ
く
る
国
際
理
解
教
育
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O
編

授
業
に
役
立
つ
総
合
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習
の
手
引
き
　
平
成
11
年
度
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教
師
海
外
研
修
に
参
加
し
て

国
際
理
解
教
育
の
手
引
き
　
先
生
が
見
て
き
た
国
際
協
力
の
舞
台
　
H
12
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国
際
理
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教
育
の
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引
き
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球
を
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を
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H
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引
き
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国
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の
手
引
き
　
H
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学
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国
際
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解
教
育
の
手
引
き
　
H
14
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校

国
際
理
解
教
育
の
手
引
き
　
H
15
小
学
校

協
力
隊
体
験
を
伝
え
よ
う
2　

生
き
る
力
を
育
て
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
集

国
連
っ
て
な
あ
に
？

み
ん
な
の
国
連

い
っ
し
ょ
に
や
ろ
う
よ
　
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
N
G
O
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

市
民
参
加
で
世
界
を
変
え
る

せ
か
い
じ
ゅ
う
に
お
と
も
だ
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を
つ
く
ろ
う

食
べ
も
の
か
ら
世
界
が
見
え
る
、
ど
こ
か
ら
き
た
の
？

ご
は
ん
の
こ
し
て
い
い
の
？

「
援
助
」
す
る
前
に
考
え
よ
う
　
参
加
型
開
発
と
P
LA

が
わ
か
る
本

国
際
協
力
と
開
発
教
育
－
「
援
助
」
の
近
未
来
を
探
る
 

「
国
際
協
力
」
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
仕
事
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
普
段
の
生
活
で
も

一
目
で
見
る
韓
国

壇
君
神
話

一
目
で
見
る
韓
国
の
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史

高
句
麗
へ
の
旅
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（
的
生
活
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ニ
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ニ
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ニ
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団
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